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木胴縁工法

＜納まり詳細図＞
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１　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

 　５）上下接合部

 　６）左右接合部

　構成断面

 　３）主要部材一覧

 　４）土台部

　①１．５尺×１０尺
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 　８）出隅部

 　７）入隅部

 　９）開口部

　①上側

　②下側

　③左右側

 １０） 笠木部

　①木胴縁

　②モエン

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

　同質出隅

木胴縁工法

金具施工

RC

モエン横張り



１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

 　●木胴縁の上下接合部では、RCアンカーが留付金具ＥＸの施工に干渉しないようにします。

16～21㎜厚品
下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

RC

木胴縁工法

土台水切

（現場調達品）

モルタル

縦胴縁　

上下接合部

留付金具ＥＸ
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RC用アンカー
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２）胴縁概要図

　 ●木胴縁はRC用ビスを用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき上端部、

 　　 下端部の２ヶ所はRC用アンカーとします。

 　●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめRC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜程度の座堀

 　　 をします。

 　●出隅部・開口部まわりは、RC用ビスで留め付けます。

 　●木胴縁の長さが１m未満の場合、RC用アンカーは１ヶ所留めとします。

 　●RC外壁がモルタルで仕上げられている場合などは、モルタルの塗り厚さに注意してRC用アンカー・ビスの

 　　 サイズを選定します。アンカー・ビスの種類によって埋込み深さが異なります。

 　●RC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

 　　 します。

上端・下端部

RC用アンカー

(芯棒打込式)

オールアンカーＣタイプ Ｐレスアンカー

一般部

RC用ビス

(ねじ固定式)

ビ
ス

穴
位

置
＠

4
5
5

4
5
5
(モ

エ
ン

寸
法

)

注）RC用ビス頭と留付金具ＥＸが

　  干渉しないように割り付けて

　  ください。

4
5
5

4
5
5

注）

RC用アンカー

芯棒打込式

＜下端部＞

4
5
5

留付金具ＥＸ＠455㎜

＜一般部＞

4
5
5

4
5
5

縦胴縁30×45

RC用ビス

＠455㎜

＜上端・下端部＞
縦胴縁

上下接合部
RC用アンカー

芯棒打込式

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、RC用ビスで留め付けてください。
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３）主要部材一覧

ハットジョイナー１０

【品番：FH1010R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：3,030㎜

表面色：クリアーレッド着色

バックアップ材１０

【品番：FB1010】

材質：発泡ポリエチレン

長さ：1,000㎜

 ■ハットジョイナー

 ■バックアップ材

 ■片ハットジョイナー

 ■スターター

横張り金具工法用スターターA

（エクセラード用）

（モエンＳ18ハルモニアシリーズ用）

【品番：FA150A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.8㎜　長さ：3,030㎜

備考：専用ビスで留め付ける

ビス留めピッチ：胴縁ごと(606㎜以下)

横張り用留付金具ＥＸ

（エクセラード用）

（モエンＳ18ハルモニアシリーズ用）

【品番：JE555】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：専用ビスで留め付ける

 ■一般部金具 ■スターター

横張り金具工法用スターターB

（モエンS18ハルモニアシリーズ以外用）

【品番：FA150B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.8㎜　長さ：3,030㎜

備考：専用ビスで留め付ける

ビス留めピッチ：胴縁ごと(606㎜以下)

 ■一般部金具
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横張り用留付金具ＥＸ

（モエンＳ18ハルモニアシリーズ以外用)

【品番：JE650】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：専用ビスで留め付ける

横張り用留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

（モエンＳ18ハルモニアシリーズ以外用)

【品番：JE652C】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：本体には使用できません

 ■出隅部金具

横張り用留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

（エクセラード用）

（モエンS18ハルモニアシリーズ用）

【品番：JE552C】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：本体には使用できません

 ■出隅部金具
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スペーサー０５

【品番：FS1005】

長さ：1,200㎜

材質：ポリプロピレン

 ■スペーサー
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スペーサー０５(ピースタイプ)

【品番：FSP1005】

長さ：1,000㎜

材質：ポリプロピレン

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

 ■入隅５０

50

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

16～21㎜厚品
下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

RC

木胴縁工法

 ■RC用アンカー  ■RC用ビス

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

（現場調達品） （現場調達品）

ステンレステクスネジ

【品番：JK1130】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×16㎜

モエン用釘（ステンレスリング釘）

【品番：JKW840Bなど】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

 ■専用ビス

　 （金具留付用）

 ■専用ビス

　 （サイディング留付用）
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材質：高耐食めっき鋼板

備考：専用ビス２本で留め付ける
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※各部材は2022年3月時点のものです。最近の情報はNICHIHA内外建材総合カタログでご確認ください。



４）土台部

土台水切（現場調達品）　

RC用ビス

 　●土台水切をRC用ビスで留め付けてから、木胴縁を施工します。

 　●横張り金具工法用スターターは、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）を用い、胴縁ごとに横張り金具工法

 　　 用スターターの立ち上がり部に上下２本留めします。下段部分は先孔をあけてから留め付けます。

 　●モエン下端と土台水切の間は、１０～１５㎜程度の隙間を設けます。

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

土台水切　
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横張り金具工法用スターター
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重ね張り専用ビス上下2本留め
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重ね張り専用ビス

　　　上下2本留め

（φ4.1㎜×16㎜）

（現場調達品）

RC

RC

縦胴縁　30×45
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上・下端RC用アンカー（Ｍ８）

上・下端RC用アンカー（Ｍ８）モエン
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５）上下接合部

 　●木胴縁の上下接合部では、RC用アンカーが留付金具ＥＸの施工に干渉しないようにします。

縦胴縁上下接合部

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

モエン

RC

RC

留付金具ＥＸ

縦胴縁30×45

モエン

重ね張り専用ビス

　　　（φ4.1㎜×16㎜）

縦胴縁30×45

上・下端RC用アンカー（Ｍ８）

上・下端RC用アンカー（Ｍ８）
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み
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さ
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埋込み深さ

モルタル

モルタル

①木胴縁



５）上下接合部

 　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

RC

RC用ビス＠455㎜

（上・下端RCアンカー（Ｍ８））

RC
留付金具ＥＸ

モエン

縦胴縁30×45

RC用ビス＠455㎜

（上・下端RCアンカー（Ｍ８））

重ね張り専用ビス

　（φ4.1㎜×16㎜）

留付金具ＥＸ

縦胴縁30×45

重ね張り専用ビス

　（φ4.1㎜×16㎜）

モエン

モルタル

モルタル

②モエン



６）左右接合部

 　●左右接合部に、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●左右接合部には必ずハットジョイナー１０を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

 　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

RC用ビス＠455㎜

（上・下端RCアンカー（Ｍ８）） RC

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

RC

　　ニチハシーリング モエン

留付金具ＥＸ

ハットジョイナー１０

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

縦胴縁30×90

10
留付金具ＥＸ

ハットジョイナー１０

　　ニチハシーリング

縦胴縁30×90

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

モルタル

モルタル

①１．５尺×１０尺

モエン



６）左右接合部

 　●左右接合部に、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●左右接合部には必ず留付金具ＥＸ左右接合部用を用い、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）２本で

 　　 留め付けます。

RC用ビス＠455㎜

（上・下端RCアンカー（Ｍ８）） RC

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下EX

RC

モエン

留付金具ＥＸ左右接合部用

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

縦胴縁30×90

縦胴縁30×90

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

モルタル

モルタル

②１．５尺×６尺

留付金具ＥＸ左右接合部用

モエン



７）入隅部

 　●入隅部に、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●入隅５０を取り付けた後、片ハットジョイナー１０を用い、図のように１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

 　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

RC

RC用ビス＠455㎜

（上・下端・RCアンカー（Ｍ８））

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

縦胴縁30×90

入隅５０

片ハットジョイナー１０

留付金具ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

10

留付金具ＥＸ

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

入隅５０

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

ニチハシーリングモエン

モエン

RC

モルタル

縦胴縁30×90

モルタル



８）出隅部

 　●出隅部に、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●既存モルタル厚みを考慮し、同質出隅の内寸で決定します。(図は内寸８０で表現しています)

 　　 同質出隅は、留付金具ＥＸ出隅用Ⅱで留め付けます。

 　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

 　●同質出隅との取り合い部には、必ずハットジョイナー１０を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

RC用ビス＠455㎜

RC

RC

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

ニチハシーリング 同質出隅

（内寸80）

ハットジョイナー１０

留付金具ＥＸ

モエン

縦胴縁30×90

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

1
0

留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

同質出隅

（内寸80）

ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

ニチハシーリング

縦胴縁30×90

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

留付金具ＥＸ

ビス

埋込み深さ

埋
込

み
深

さ
以

上

モルタル

モルタル

モエン



９）開口部

 　●開口部まわりに、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

 　●開口部材内部に水が溜まるおそれのある場合は、開口部材に適宜水抜き孔を設けます。

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

縦胴縁30×45

スペーサー０５

モエン

RC

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により寸法を決定

RC用ビス＠455㎜

サッシ

RC

サッシ

モエン

開口部材(現場調達品)

スペーサー０５

縦胴縁30×45
RC用ビス＠455㎜

埋
込

み
深

さ
以

上

横胴縁30×90

片ハットジョイナー１０

横胴縁30×90

2
0
～

3
5

片ハットジョイナー１０

モエン用釘

モエン用釘

モルタル

モルタル

ニチハシーリング

①上側

ニチハシーリング

3
0



９）開口部

 　●開口部まわりに、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

スペーサー０５

RC

横胴縁30×90

縦胴縁30×45

サッシ

開口部材(現場調達品)

RC用ビス

@455㎜

既存窓設置位置により寸法を決定

開口部材(現場調達品)

モエン

スペーサー０５

サッシ

モルタル

横胴縁30×90

RC用ビス＠455㎜ 縦胴縁30×45

埋
込

み
深

さ
以

上

2
0
～

3
5

3
0

モエン用釘

モエン用釘

バックアップ材

バックアップ材

シーリング

モルタル

②下側

シーリング

モエン

RC



９）開口部

 　●開口部まわりに、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

 　

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により

寸法を決定

片ハットジョイナー１０

サッシ

RC

留付金具ＥＸ

RC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×90

モエン

開口部材(現場調達品)

サッシ

モルタル

RC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×90

留付金具ＥＸ

片ハットジョイナー１０

モエン

埋込み深さ以上

ニチハシーリング

ニチハシーリング

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

モルタル

③左右側

RC



１０）笠木部

 　●笠木用部材は、現場調達により、既存笠木全体にかぶせる、継ぎ足す、あるいは既存笠木を取り外し、 　

 　　 あらたに取り付けます。

 　●上端部には通気確保のため、イーヴスベンツ５８５Ｈを用いて施工します。

笠木用部材（現場調達品）

モエン用釘

モエン

縦胴縁30×45

留付金具ＥＸ

スペーサー０５

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

RC用ビス

既存笠木

(笠木を継ぎ足す場合)

(笠木をかぶせる場合)

先行シーリング

またはＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

16～21㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

スペーサー０５

　　　　　　　　　　　縦胴縁30×45軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

上・下端RC用アンカー（Ｍ８）モエン

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

RC

RC

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

モルタル

重ね張り専用ビス

(φ4.1㎜×16㎜)

モルタル
モルタル

上・下端RC用アンカー

（Ｍ８）

上・下端RC用アンカー

（Ｍ８）



２　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

　構成断面

 　３）各部の納まり概要図

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

木胴縁工法

釘打ち施工

RC

モエン横張り



１）基本構成図

14㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@500㎜以下ＷＭ

 　●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

 　●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

 　●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

土台水切

（現場調達品）

モルタル

縦胴縁

上下接合部

上・下端

RC用アンカー

RC

モエン

笠木用部材

(現場調達品)

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

上・下端

RC用アンカー

モエン

500以下

RC

縦胴縁33×45

左右接合部縦胴縁33×90

構成断面

500以下

土台水切

（現場調達品）

開口部周囲胴縁33×90

縦胴縁

出入隅縦胴縁33×90



２）胴縁概要図

上・下端部

14㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@500㎜以下WM

縦胴縁

上端部・下端部

縦胴縁

一般部

縦胴縁33×45以上

RC用アンカー（Ｍ８）

座堀φ25㎜

RC用アンカー

（芯棒打込式）

オールアンカーＣタイプ Ｐレスアンカー

一般部

RC用ビス

(ねじ固定式)

 　●木胴縁はRC用ビスを用い、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき両端部の２ヶ所

 　　 RC用アンカーとします。

 　●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめRC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜程度の座堀

 　　 をします。

 　●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、RC用ビスで留め付けます。

 　●木胴縁の長さが１ｍ未満の場合、RC用アンカーは１ヶ所留めとします。

 　●RC外壁がモルタルで仕上げられている場合などは、モルタルの塗り厚さに注意してRC用アンカー・ビスの

 　　 サイズを選定します。

 　●RC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

 　　 します。

モルタル

モエン座堀φ25㎜

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、RC用ビスで留め付けてください。

3
0

開口部

3
0

RC用ビス

RC用ビス＠455㎜

ビ
ス

穴
位

置
＠

4
5
5

4
5
5

4
5
5

RC用アンカー

芯棒打込式

＜下端部＞

4
5
5

＜一般部＞

4
5
5

4
5
5

縦胴縁33×45

RC用ビス

＠455㎜

＜上端・下端部＞
縦胴縁

上下接合部
RC用アンカー

芯棒打込式

8
0
～

1
5
0
程

度

8
0
～

1
5
0
程

度

モエン

埋
込

み
深

さ

3
5
以

上

RC
RC用アンカー RC用ビス

埋
込

み
深

さ

3
0
以

上

縦胴縁

33×45以上



片ハットジョイナー０３

モエン用釘

14㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@500㎜以下WM

1
0

同質出隅

ニチハシーリング

縦胴縁33×90

モエン

■土台部 ■上下接合部 （胴縁）

■出隅部 ■左右接合部

■入隅部 ■笠木部（笠木をかぶせる場合)

モエン用釘

ハットジョイナー０３

縦胴縁33×90

モエン

３）各部の納まり概要図

土台水切

（現場調達品）

RC用アンカー（Ｍ８）

RC用ビス

縦胴縁

33×45

RC用アンカー（Ｍ８）

RC

モエン

RC用アンカー

（Ｍ８）

1
0
～

1
5

RC用ビス＠455㎜

RC

RC用ビス＠455㎜

（上・下端　RC用アンカー）

RC

10

モエン用釘

ハットジョイナー０３

　　ニチハシーリング

縦胴縁33×90

RC用ビス＠455㎜

（上・下端　RC用アンカー）

10

ニチハシーリング

入隅５０

モエン

モエン

縦胴縁33×45

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

既存笠木

笠木用部材(現場調達品)

先行シーリング

または

ＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ

５８５Ｈ

（現場調達品）

RC用アンカー（Ｍ８）

ビス

埋込み深さ

ビ
ス

埋
込

み

深
さ

以
上

RC

縦胴縁

33×45

RC

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

モエン

モエン用釘

モエン用釘

モエン用釘

RC



３　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

　構成断面

 　３）主要部材一覧

 　４）土台部

 　８）出隅部

 　７）入隅部

 　９）開口部

　①上側

　②下側

　③左右側

 １０）笠木部

 　５）上下接合部（モエン）

 　６）左右接合部

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

木胴縁工法

金具施工

RC

モエン縦張り

　①木胴縁

　②モエン

　同質出隅



１）基本構成図

 　●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

 　●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

 　●左右接合部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

 　●横胴縁は必ず通気ができるように、２,０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設けます。

 　●横胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

16㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

留付金具ＥＸ

土台水切

（現場調達品）

上下接合部横胴縁30×180

モエン

横胴縁30×45

RC

出隅部縦胴縁30×90

ＥＸ

構成断面

縦張り金具工法用

スターター

606以下

開口部周囲胴縁30×90

土台部横胴縁30×90

606以下

土台水切

（現場調達品）

モルタル

モエン

上下接合部

留付金具ＥＸ

RC用アンカー

RC

モエン

笠木用部材

（現場調達品）

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

RC用アンカー

横胴縁



２）胴縁概要図

 　●木胴縁はRC用ビスを用い、５００㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき両端部の２ヶ所

 　 　をRC用アンカーとします。

 　●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめRC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜程度の座堀

 　　 をします。

 　●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、RC用ビスで留め付けます。

 　●木胴縁の長さが１ｍ未満の場合、RC用アンカーは１ヶ所留めとします。

 　●RC外壁がモルタルで仕上げられている場合などは、モルタルの塗り厚さに注意してRC用アンカー・ビスの

 　　 サイズを選定します。

 　●RC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　 　 します。

16㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

80～

150程度 500 500 500

80～

150程度

横胴縁

左右接合部

30

＜左右両端部＞

RC用アンカー

横胴縁

左右接合部

30

＜一般部＞

RC用ビス＠500㎜

2,000以下

左右両端部

RC用アンカー

（芯棒打込式）

オールアンカーＣタイプ

Ｐレスアンカー

一般部

RC用ビス

（ねじ固定式）

座堀φ25㎜

横胴縁

30×45以上

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、RC用ビスで 留め付けてください。

開口部

横胴縁30×45以上

RC用アンカー

RC用ビス

＠500㎜

ＥＸ

座堀φ25㎜

RC用ビス

1515

埋込み深さ

35以上

埋込み深さ

30以上

RC用アンカー

留付金具ＥＸ

RC

モルタル

留付金具ＥＸ

横胴縁

30×45以上

RC用ビス

30 30

モエン

横胴縁

30×45



３）主要部材一覧

ハットジョイナー０５

【品番：FH1005R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：3,030㎜

表面色：クリアーレッド着色

 ■ハットジョイナー  ■片ハットジョイナー

 ■スターター

5㎜浮きタイプ縦張り金具工法用スターター

【品番：FA350T】

厚み：1.2㎜　長さ：3,030㎜

材質：高耐食めっき鋼板

備考：同梱ビスではなく専用ビスで

留め付ける　

縦張り用留付金具ＥＸ

（16㎜厚品用5㎜浮き)

【品番：JE555T】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：同梱ビスではなく専用ビスで

留め付ける

 ■一般部金具

45

10

1
0

5
0

5

スペーサー０５

【品番：FS1005】

長さ：1,200㎜

材質：ポリプロピレン

 ■スペーサー

 ■片ハットジョイナー

45

10

5

スペーサー０５(ピースタイプ)

【品番：FSP1005】

長さ：1,000㎜

材質：ポリプロピレン

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

 ■入隅５０

50

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

片ハットジョイナー０５

【品番：FHK1105R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

16㎜厚品
下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ＥＸ

RC

木胴縁工法

ステンレステクスネジ

【品番：JK1130】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×16㎜

モエン用釘（ステンレスリング釘）

【品番：JKW840Bなど】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

 ■専用ビス

　 （金具留付用）

 ■専用ビス

　 （サイディング留付用）

 ■RC用アンカー

 ■RC用ビス

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

（現場調達品）

（現場調達品）

4
0

13

3,030

20 20

10

5

チ
ハ

ニ
４

９
０

○
－

５
Ｊ

Ｅ
５

５

45

6
0

ビス孔

 ■スペーサー

5

90

スペーサー０５Ｔ

【品番：FS1005T】

材質：ポリプロピレン

長さ：2,000㎜

2

2
5

5
6
0

 ■中間水切

23

中間水切２３Ｅ

【品番：FTA****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

2
.7

5

5
.6

5016

4
.1

8
.3

4
5

5

 ■専用ビス

　 （スターター留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

27

8
.3

※各部材は2022年3月時点のものです。最近の情報はNICHIHA内外建材総合カタログでご確認ください。



４）土台部

両端部2ヶ所RC用アンカー（Ｍ８）

RC用ビス

 　●土台水切はRC用ビスで留め付けてから、木胴縁を施工します。

 　●縦張り金具工法用スターターは専用ビス（φ４．１㎜×２７㎜）を用い、胴縁に２５０㎜間隔で水平に留め付け

 　　 ます。（スターターには留め付け目安のマークが２５０㎜間隔で入っています）。釘打ちは厳禁です。また、

　　  縦張り金具工法用スターターは土台部の横胴縁下端より６㎜以上下げないでください。

 　●モエンは縦張り金具工法用スターターの上側に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×

 　　 １６㎜）で留め付けます。

 　●モエン下端と土台水切の間は、１０～１５㎜程度の隙間を設けます。

RC用ビス

土台水切

（現場調達品）

専用ビス

（φ4.1㎜×27㎜）

横胴縁30×90

留付金具ＥＸ

モエン

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

1
0
～

1
5

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

縦張り金具工法用スターター

留付金具ＥＸ

横胴縁30×90

16㎜厚品 RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

RC

RC

ＥＸ

縦張り金具工法用スターター

土台水切

（現場調達品）

専用ビス

（φ4.1㎜×27㎜）

モルタル

モルタル

6
未

満

モエン



５）上下接合部（モエン）

 　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

 　●中間水切２３Ｅはモエン用釘などを用い、胴縁に５００㎜以下の間隔で水平に留め付けます。

 　●縦張り金具工法用スターターは専用ビス（φ４．１㎜×２７㎜）を用い、胴縁に２５０㎜間隔で水平に留め付け

 　　 ます。（スターターには留め付け目安のマークが２５０㎜間隔で入っています）。釘打ちは厳禁です。

RC

両端部2ヶ所RC用アンカー（Ｍ８）

RC

横胴縁

30×180

モエン

縦張り金具工法用

スターター

留付金具ＥＸ

専用ビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

留付金具ＥＸ

モエン

重ね張り専用ビス

　　　（φ4.1㎜×16㎜）

縦張り金具工法用スターター

留付金具ＥＸ

中間水切２３Ｅ

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

両端部2ヶ所RC用アンカー（Ｍ８）

16㎜厚品

ＥＸ

中間水切２３Ｅ

重ね張り専用ビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

横胴縁

30×180

モルタル

モルタル

ニチハシーリング

小口処理



６）左右接合部

 　●横胴縁接合部は、必ず通気ができるように３０㎜程度の隙間を設け、胴縁１本につき両端部の２ヶ所を

 　　 RC用アンカーで留め付けます。

RC

モエン

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

モエン 横胴縁30×45

留付金具ＥＸ

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

30

横胴縁30×45

両端部2ヶ所RC用アンカー（Ｍ８）

RC

16㎜厚品

アンカー埋込み深さ×3.5以上

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ

ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

モルタル

①胴縁

モルタル

両端部2ヶ所RC用アンカー（Ｍ８）



６）左右接合部

 　●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

RC用ビス＠500㎜

（両端部2ヶ所RC用アンカー（Ｍ８））

RC

木胴縁工法

RC

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

留付金具ＥＸ

横胴縁30×45

留付金具ＥＸ

モエン

横胴縁30×45

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

16㎜厚品

ＥＸ

RC

モルタル

モルタル

②モエン

モエン



７）入隅部

 　●入隅５０・スペーサー０５Ｔを取り付けた後、片ハットジョイナー０５を用い、図のように１０㎜程度の隙間を

 　　 設けて施工します。

 　●モエンは、先孔をあけてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

RC

RC

木胴縁工法

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

入隅５０

片ハットジョイナー０５

モエン

スペーサー０５Ｔ

モエン用釘
ニチハシーリング

横胴縁30×45

入隅５０

1
0

ニチハシーリング

片ハットジョイナー０５

モエン用釘

2
0
～

3
5

スペーサー０５Ｔ

16㎜厚品

ＥＸ

RC

モルタル

モルタル

両端部2ヶ所RC用アンカー（Ｍ８）

横胴縁30×45

モエン



８）出隅部

 　●出隅部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●モエン本体と長尺出隅は、スペーサー０５Ｔを取り付けた後、先孔をあけてからモエン用釘（ステンレス

 　　 リング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

　 ※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるよう釘打ちします。

 　●長尺出隅との取り合い部には必ずハットジョイナー０５を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

RC用ビス＠500㎜

RC

RC

RC

木胴縁工法

下地・工法

RC

木胴縁工法

留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

ニチハシーリング

ハットジョイナー０５

モエン

縦胴縁30×90

モエン用釘

スペーサー０５Ｔ

1
0

ハットジョイナー０５

ニチハシーリング
モエン

縦胴縁30×90

モエン用釘

長尺出隅

(10尺出隅)

長尺出隅

10尺出隅

両端部2ヶ所

RC用アンカー

（Ｍ８）ビス

埋込み深さ

ビ
ス

埋
込

み
深

さ
以

上

モルタル

20～30※

モルタル

横胴縁30×45

横胴縁30×45

横胴縁30×45

同質出隅

16㎜厚品

ＥＸ

2
0
～

3
0
※

2
0
～

3
0
※

10以上



９）開口部

 　●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

 　●開口部材内部に水が溜まるおそれのある場合は、開口部材に適宜水抜き孔を設けます。

2
0
～

3
5

横胴縁30×90

片ハットジョイナー１０

スペーサー０５

モエン RC

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により寸法を決定

RC用ビス＠500㎜

サッシ

RC

サッシ

モエン

開口部材(現場調達品)

スペーサー０５

片ハットジョイナー１０

RC用ビス＠500㎜

埋
込

み
深

さ
以

上

横胴縁30×90

RC

木胴縁工法

下地・工法

RC

木胴縁工法

留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

16㎜厚品

モエン用釘

モエン用釘

ＥＸ

ニチハシーリング

ニチハシーリング

モルタル

①上側

モルタル



９）開口部

 　●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

RC

サッシ
開口部材(現場調達品)

RC用ビス

＠500㎜

既存窓設置位置により寸法を決定

サッシ

RC

横胴縁30×90

RC用ビス＠500㎜

埋
込

み
深

さ
以

上

開口部材(現場調達品)

モエン

バックアップ材

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

横胴縁30×90

留付金具ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

留付金具ＥＸ

RC

木胴縁工法

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

16㎜厚品

ＥＸ

バックアップ材

モルタル

シーリング

シーリング

モルタル

②下側

モエン



９）開口部

 　●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

既存窓設置位置により

寸法を決定

サッシ

RC

開口部材(現場調達品)

サッシ

RC

RC用ビス＠500㎜

縦胴縁30×90

埋込み深さ以上

RC

木胴縁工法

下地・工法

RC

木胴縁工法

留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

開口部材(現場調達品)

ニチハシーリング

スペーサー０５T

モエン用釘

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

モエン

モエン用釘

スペーサー０５T

片ハットジョイナー１０

20～35 10

16㎜厚品

モエン

ＥＸ

RC用ビス＠500㎜

モルタル

モルタル

縦胴縁30×90

③左右側

横胴縁30×45



１０）笠木部

　 ●笠木用部材は、現場調達により、既存笠木全体にかぶせる、継ぎ足す、あるいは既存笠木を取り外し、

　 　 あらたに取り付けます。

　 ●上端部には通気確保のため、イーヴスベンツ５８５Ｈを用いて施工します。

モエン

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

(笠木を継ぎ足す場合)

(笠木をかぶせる場合)

先行シーリング

またはＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

RC

木胴縁工法

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下金具

留付金具ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

横胴縁30×90
軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

両端部2ヶ所RC用アンカー（Ｍ８）

モエン

留付金具ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

両端部2ヶ所

RC用アンカー

(Ｍ８)

16㎜厚品

RC

ＥＸ

RC

既存笠木
既存笠木

笠木用部材（現場調達品）
笠木用部材（現場調達品）

　　　　　　　　　　　横胴縁30×90

モルタル

モルタル

両端部2ヶ所

RC用アンカー

(Ｍ８)



４　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

　構成断面

 　３）各部の納まり概要図

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

木胴縁工法

釘打ち施工

RC

モエン縦張り



１）基本構成図

土台水切

（現場調達品）

5
0
0
以

下

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@500㎜以下

上下接合部

横胴縁33×180

RC

横胴縁33×45

モエン

土台部

横胴縁33×90

5
0
0
以

下

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように、５００㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

　 ●横胴縁は必ず通気ができるように２,０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設けます。

　 ●横胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

RC

木胴縁工法

14㎜厚品

Ｍ Ｗ

2,000以下

構成断面

開口部周囲胴縁33×90

出入隅部縦胴縁33×90

土台水切

（現場調達品）

モルタル

モエン

上下接合部

RC

モエン

笠木用部材

（現場調達品）

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

横胴縁

両端部2ヶ所

RC用アンカー

両端部2ヶ所

RC用アンカー



２）胴縁概要図

14㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@500㎜以下Ｍ Ｗ

　 ●木胴縁はRC用ビスを用い、５００㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき両端部の２ヶ所

　 　 をRC用アンカーとします。

 　●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめRC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜程度の座堀

 　　 をします。

 　●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、RC用ビスで留め付けます。

 　●木胴縁の長さが１ｍ未満の場合、RC用アンカーは１ヶ所留めとします。

 　●RC外壁がモルタルで仕上げられている場合などは、モルタルの塗り厚さに注意し、RC用アンカー・ビスの

　  　サイズを選定します。

 　●RC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　  　します。

80～

150程度 500

横胴縁

左右接合部

30

＜左右両端部＞

RC用アンカー

横胴縁

左右接合部

30

＜一般部＞

RC用ビス＠500㎜

2,000以下

左右両端部

RC用アンカー

（芯棒打込式）

オールアンカーＣタイプ

Ｐレスアンカー

一般部

RC用ビス

(ねじ固定式)

埋込み深さ

35以上

RC
モルタル

RC用アンカー

埋込み深さ

30以上

RC用ビス

モエン

横胴縁

33×45

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、RC用ビスで留め付けてください。

開口部

RC用ビス

横胴縁33×45

RC用アンカー

RC用ビス

＠500㎜

モエン

RC

モルタル

座堀φ25㎜
座堀φ25㎜

500 500

80～

150程度

3030

横胴縁

33×45以上



14㎜厚品
RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@500㎜以下Ｍ Ｗ

10

■土台部 ■上下接合部（モエン）

■出隅部 ■左右接合部

■入隅部 ■笠木部（笠木をかぶせる場合)

３）各部の納まり概要図

両端部

RC用アンカー

（Ｍ８）

RC用ビス

@500㎜

土台水切

（現場調達品）

1
0
～
1
5

モエン

モエン用釘

RC用アンカー

（Ｍ８）

モエン 横胴縁33×45

アンカー埋込み深さ×3.5以上

30
RC用ビス＠500㎜

RC

1
0

ハットジョイナー０３

ニチハシーリング

ニチハ

シーリング

モエン縦胴縁33×90

モエン用釘

RC用アンカー

（Ｍ８）

入隅５０

ニチハシーリング

モエン用釘

片ハットジョイナー０３

モエン

既存笠木

笠木用部材（現場調達品）

先行シーリング

または

ＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ

５８５Ｈ

（現場調達品）

RC用アンカー

（Ｍ８）

モエン用釘

ビス

埋込み深さ

ビ
ス
埋
込
み

深
さ
以
上

RC

RC

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

横胴縁33×90

RC

横胴縁

33×45

モエン用釘

横胴縁33×45
横胴縁33×90

RC

RC用アンカー

（Ｍ８）

横胴縁33×180

RC

RC用アンカー（Ｍ８）

モエン

中間水切

モエン用釘

※小口処理

モルタル

ニチハシーリング

モエン

同質出隅



５　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

 　６）左右接合部

　構成断面

 　３）主要部材一覧

 　４）土台部

　①１．５尺×１０尺

　②１．５尺×６尺

 　８）出隅部

 　７）入隅部

 　９）開口部

　①上側

　②下側

　③左右側

 １０）笠木部

 　５）上下接合部

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

　①胴縁

　②モエン

　同質出隅

木胴縁工法

金具施工

S造（ALC厚100㎜）

モエン横張り



１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

　 ●ALCパネル上下ジョイント部は木胴縁を通さず、縁を切ります。

　 ●四方合いじゃくり品を使用する場合は、ALCパネル幅と必要な胴縁間隔が若干異なることが多いため、途中

 　　 でシーリング目地を設けることが必要です。

留付金具ＥＸ

606以下

606以下

ALC用アンカーはさみ固定式が躯体・内装材に

干渉する場合は、ALC用アンカーねじ込みで

施工します。

基礎

立ち上げ

縦胴縁

上下接合部

モエン

笠木用部材

（現場調達品）

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

左右接合部縦胴縁30×90

既存ALC

土台水切

（現場調達品）

座堀

既存ALC

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

はさみ込み式

ALC用アンカー

ねじ込み式
縦胴縁30×45

（かつ、ALCパネル幅）

縦胴縁

ALC用ビス

モエン

構成断面

土台水切

（現場調達品）

開口部周囲胴縁30×90

出隅部縦胴縁30×90

入隅部縦胴縁30×90

横張り金具工法用スターター

ＥＸ Ｓ



２）胴縁概要図

　 ●木胴縁はALC用ビスを用いて４５５㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき上端部・中間

　  　部・下端部の３ヶ所をALC用アンカーとします。原則、ALC用アンカーはさみ固定式で取り付けますが、最低

　 　 １ヶ所はALC用アンカーはさみ固定式を使用し、屋内側に躯体や内装材があり施工できない場合は、ALC用

　  　アンカーねじ込み式とします。

　 ●木胴縁の長さが１ｍ未満の場合、ALC用アンカーはさみ固定式は１ヶ所留めとします。

　 ●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめALC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜程度の座堀

　 　 をします。

　 ●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、ALC用ビスで留め付けます。

　 ●ALC用アンカーでALCを貫通させた部分の周囲には、捨てシーリングを施工します。

　 ●ALC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　 　 します。

ALC用アンカー

（はさみ固定式）

ALC用アンカー

(ねじ込み式）

ALC用ビス

（ねじ固定式）

上端部・中間部・下端部 一般部

ITハンガー
エーエルシーアンカー

AXタイプ
ALCドライブ

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、ALC用ビスで留め付けてください。

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

3
0

開口部

3
0

ALC用ビス

上端部・中間部

下端部

一般部

縦胴縁30×45以上

ALC用アンカー

ALC用ビス＠455㎜

座堀φ25㎜

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング
縦胴縁

30×45以上

ALC用アンカー

ねじ込み式

モエン 留付金具ＥＸ

1
5

1
5 座堀φ25㎜

1
5

1
5

ALC用ビス

注）ALC用アンカー・ビス

　　の留め付け位置と留

　　付金具が干渉しない

　　ようにしてください。

ALC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×45

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング

4
5
5
(
モ
エ
ン
寸
法
)

ビ
ス
位
置
＠
4
5
5

4
5
5

お
よ

そ
A

L
C

高
さ

縦胴縁

上下接合部

1
5
0
以
上

A
L
C
端
部
よ
り
1
5
0
以
上

4
5
5

4
5
5

4
5
5

4
5
5

＜下端部＞

＜一般部＞

＜上端下端部＞

＜中間部＞

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング

留付金具ＥＸ

＠455㎜

埋
込

み
深

さ

座堀φ25㎜



３）主要部材一覧

ハットジョイナー１０

【品番：FH1010R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：3,030㎜

表面色：クリアーレッド着色

バックアップ材１０

【品番：FB1010】

材質：発泡ポリエチレン

長さ：1,000㎜

 ■ハットジョイナー

 ■バックアップ材

 ■片ハットジョイナー

 ■スターター  ■一般部金具 ■スターター  ■一般部金具

45

10

1
0

10

10

10

1
0

4
5

5

20 20

10

1
0

 ■出隅部金具 ■出隅部金具

スペーサー０５

【品番：FS1005】

長さ：1,200㎜

材質：ポリプロピレン

 ■スペーサー

スペーサー０５(ピースタイプ)

【品番：FSP1005】

長さ：1,000㎜

材質：ポリプロピレン

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

 ■入隅５０

50

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

16～21㎜厚品
下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

 ■RC用アンカー  ■RC用ビス

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

（現場調達品） （現場調達品）

ステンレステクスネジ

【品番：JK1130】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×16㎜

モエン用釘（ステンレスリング釘）

【品番：JKW840Bなど】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

 ■専用ビス

　 （金具留付用）

 ■専用ビス

　 （サイディング留付用）

2
.7

5

5
.6

50

16

4
.1

8
.3

46.3

5
5

92.6

ビス孔

釘孔

横張り用留付金具ＥＸ左右接合部用

（16㎜厚品用5㎜浮き)

【品番：JEJ565】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：専用ビス２本で留め付ける

チハニ

４６ ０ ○－

０Ｊ Ｅ Ｊ ０ ０

 ■左右接合部金具

　 （１．５尺×６尺品用）

横張り金具工法用スターターA

（エクセラード用)

（モエンＳ１８：ハルモニアシリーズ用）

【品番：FA150A】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.8㎜　長さ：3,030㎜

備考：専用ビスで留め付ける

ビス留めピッチ：胴縁ごと（6060㎜以下）

3030

4
5 1

0

横張り用留付金具ＥＸ

（エクセラード用)

（モエンＳ１８：ハルモニアシリーズ用）

【品番：JE555】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：専用ビスで留め付ける

横張り金具工法用スターターB

（モエンＳ１８：ハルモニアシリーズ以外用）

【品番：FA150B】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.8㎜　長さ：3,030㎜

備考：専用ビスで留め付ける

ビス留めピッチ：胴縁ごと（606㎜以下）

チハニ ４９ ０ ○－５Ｊ Ｅ ５５

4
5

60

ビス孔

釘孔

5
0

72

釘孔

ビス孔

横張り用留付金具ＥＸ

（モエンＳ１８：ハルモニアシリーズ以外用)

【品番：JE650】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：専用ビスで留め付ける

3030

4
5 1

0

ビス孔

釘孔

5
0

42

横張り用留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

（エクセラード用)

（モエンＳ１８：ハルモニアシリーズ用）

【品番：JE552C】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：本体には使用できません

横張り用留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

（モエンＳ１８：ハルモニアシリーズ以外用)

【品番：JE652C】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：本体には使用できません

5
0

42

ビス孔

釘孔

※各部材は2022年3月時点のものです。最近の情報はNICHIHA内外建材総合カタログでご確認ください。



４）土台部

　 ●土台水切を留め付けてから、木胴縁を施工します。

　 ●横張り金具工法用スターターは、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）を用い、胴縁ごとに横張り金具

　 　 工法用スターターの立ち上がり部に上下２本留めします。下段部分は先孔をあけてから留め付けます。

　 ●モエン下端と土台水切の間は、１０～１５㎜程度の隙間を設けます。

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

1
5
0
以

上

土台水切

（現場調達品）

横張り金具工法用スターター

縦胴縁30×45

1
0
～

1
5

上端・中間・下端部

ALC用アンカーはさみ固定式

（Ｍ１０）例

捨てシーリング

横張り金具工法用スターター

縦胴縁30×45

モエン

重ね張り専用ビス

　　　上下２本留め

（φ4.1㎜×16㎜）

重ね張り専用ビス

上下2本留め

（φ4.1㎜×16㎜）

既存ALC

既存ALC

上端・中間・下端部

ALC用アンカーはさみ固定式（Ｍ１０）例

土台水切

（現場調達品）

モエン



５）上下接合部

　 ●ALCジョイント部は、縦胴縁を通さずに縁を切ります。

　 ●木胴縁の上下接合部に留付金具ＥＸが干渉しないようにします。

　 ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

1
5
0
以

上
既存ALC

1
5
0
以

上

留付金具ＥＸ

縦胴縁30×45

上端・中間・下端部

ALC用アンカーはさみ固定式（Ｍ１０）例

ALC用アンカーねじ込み式（例）

モエン

上端・中間・下端部

ALC用アンカーねじ込み式（Ｍ１０）例縦胴縁30×45

重ね張り専用ビス

　　　（φ4.1㎜×16㎜）

モエン

既存ALC

①胴縁



５）上下接合部

16～21㎜厚品
下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

既存ALC

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

留付金具ＥＸ

モエン

縦胴縁30×45

留付金具ＥＸ

　 ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　ALC用アンカー）

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　ALC用アンカー）

重ね張り専用ビス

　（φ4.1㎜×16㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

既存ALC

縦胴縁30×45

②モエン

モエン



　　ニチハシーリング モエン

留付金具ＥＸ

ハットジョイナー１０

６）左右接合部

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

既存ALC

既存ALC

　 ●左右接合部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部には必ずハットジョイナー１０を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

10

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　　

ALC用アンカー）

留付金具ＥＸ

ハットジョイナー１０

　　ニチハシーリング

縦胴縁30×90

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

縦胴縁30×90

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　

ALC用アンカー）

①１．５尺×１０尺

モエン



モエン

留付金具ＥＸ左右接合部用

６）左右接合部

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ

既存ALC

既存ALC

　 ●左右接合部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部には必ず留付金具ＥＸ左右接合部用を使用し、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）２本で

　 　 留め付けます。

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　　

ALC用アンカー）

留付金具ＥＸ左右接合部用モエン

縦胴縁30×90

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

縦胴縁30×90

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　

ALC用アンカー）

②１．５尺×６尺



７）入隅部

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

既存ALC
7
5
以

上

既存ALC

アンカー：150以上

　 ●入隅部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●入隅５０を取り付けた後、片ハットジョイナー１０を用い、図のように１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

　 ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

300

縦胴縁30×90

捨てシーリング

10

留付金具ＥＸ

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

入隅５０

入隅５０

片ハットジョイナー１０

留付金具ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　ALC用アンカー）

ニチハシーリング

縦胴縁

30×90

モエン

モエン



1
0

ニチハシーリング 同質出隅

（内寸80）

ハットジョイナー１０

留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

留付金具ＥＸ

モエン

縦胴縁30×90

　 ●出隅部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●同質出隅は留付金具ＥＸ出隅用Ⅱで留め付けます。

　 ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

　 ●同質出隅との取り合い部には必ずハットジョイナー１０を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

既存ALC

８）出隅部

300

留付金具ＥＸ出隅用Ⅱ

同質出隅

(内寸80)

ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

ニチハシーリング

留付金具ＥＸ

縦胴縁30×90

ALC用ビス＠455㎜

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部

ALC用アンカー）

ALC用ビス＠455㎜

既存ALC

同質出隅

モエン



開口部材(現場調達品)

スペーサー０５

3
0

片ハットジョイナー１０
サッシ

モエン

９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●開口部材内部に水が溜まるおそれのある場合は、開口部材に適宜水抜き孔を設けます。

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

既存ALC

サッシ

モエン

開口部材(現場調達品)

スペーサー０５

片ハットジョイナー１０

ALC用ビス＠455㎜

既存窓設置位置により

寸法を決定

既存ALC

7
5
以

上

1
0

2
0
～

3
5

　　　　　　　　　　　モエン用釘

縦胴縁30×45

横胴縁30×90

モエン用釘

縦胴縁30×45

横胴縁30×90

ALC用ビス＠455㎜

ニチハシーリング

ニチハシーリング

①上側



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

開口部材(現場調達品)

モエン

スペーサー０５

サッシ

既存ALC

ALC用ビス＠455㎜

バックアップ材

スペーサー０５

既存窓設置位置により寸法を決定

開口部材

(現場調達品)
サッシ

既存ALC

7
5
以

上

3
0

　　　　　　　　　　　モエン用釘

2
0
～

3
5

縦胴縁30×45

横胴縁30×90

ALC用ビス＠455㎜

横胴縁30×90

縦胴縁30×45

シーリング

ニチハシーリング

バックアップ材

②下側



９）開口部

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

開口部材(現場調達品)

サッシ

既存ALC

ALC用ビス＠455㎜

片ハットジョイナー１０

モエン

サッシ

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により

寸法を決定

片ハットジョイナー１０

縦胴縁30×90

モエン

既存ALC
75以上

ニチハシーリング

ニチハシーリング

ALC用ビス＠455㎜

留付金具ＥＸ

留付金具ＥＸ

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

③左右側

縦胴縁30×90



１０）笠木部

　 ●笠木用部材は、現場調達により、既存笠木全体にかぶせる、継ぎ足す、あるいは既存笠木を取り外し、

　 　 あらたに取り付けます。

　 ●上端部には通気確保のため、イーヴスベンツ５８５Ｈを用いて施工します。

1
5
0
以

上

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

スペーサー０５

1
5
0
以

上

既存笠木

笠木用部材（現場調達品）

(笠木を継ぎ足す例)

(笠木をかぶせる場合)

16～21㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ＥＸ Ｓ

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

モエン

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

先行シーリング

またはＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

　　　　　　　　　　　モエン用釘

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

スペーサー０５

縦胴縁30×45

先行シーリング

縦胴縁30×45

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

既存ALC

既存ALC
モエン



６　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

　構成断面

 　３）各部の納まり概要図

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

木胴縁工法

釘打ち施工

S造（ALC厚100㎜）

モエン横張り



１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように５００㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。ALCパネルの幅を考慮し、胴縁の間隔を

　 　 決定することが重要です。

　 ●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

　 ●ALCパネル上下ジョイント部は木胴縁を通さず、縁を切ります。

モエン

土台水切

（現場調達品）

500以下

ALC用アンカーはさみ固定式が躯体・内装材に

干渉する場合は、ALC用アンカーねじ込み式で

施工します。

基礎

立ち上げ

縦胴縁

上下接合部

モエン

笠木用部材

（現場調達品）

14㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@500㎜以下ＷＭ

既存ALC

座堀

既存ALC

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

ねじ込み式

縦胴縁33×45

モエン用釘

・モエンの釘打ち施工の胴縁間隔は、５００㎜以下

・ALCパネルの標準パネル幅は、６００㎜（が多い）

・ALC用アンカーの施工基準は、ALC端部から１５０㎜以上

上記の施工基準から、胴縁の割り付けは、

●パネル中央の胴縁とパネル中央振り分けの２本の胴縁を交互に施工

●全てのALCパネル中央振り分けで２本の胴縁施工

のどちらかとしてください。

左右接合部縦胴縁33×90

※ALCパネルへの縦胴縁（モエン釘打ち施工）の割り付け

600

ALCパネル幅

150

※アンカーの端部からの必要距離

450 300 450 450 300

胴縁間隔＝500以下

600 600 600

左右接合部胴縁（90㎜幅）胴縁（45㎜幅）

ALC用

アンカー

構成断面

土台水切

（現場調達品）

500以下
〃

〃
開口部周囲胴縁33×90

出隅部縦胴縁33×90

入隅部縦胴縁33×90



２）胴縁概要図

　 ●木胴縁はALC用ビスを用い、４５５㎜以下で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき上端部・中間部・

 　 　下端部の３ヶ所をALC用アンカーとします。原則、ALC用アンカーはさみ固定式で取り付けますが、最低

　 　 １ヶ所はALC用アンカーはさみ固定式を使用し、屋内側に躯体や内装材があり施工できない場合は、ALC

　  　用アンカーねじ込み式とします。

　 ●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめALC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜程度の座堀　

　 　 をします。

　 ●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、ALC用ビスで留め付けます。

　 ●ALC用アンカーでALCを貫通させた部分の周囲には、捨てシーリングを施工します。

　 ●木胴縁の長さが１ｍ未満の場合、ALC用アンカーはさみ固定式は１ヶ所留めとします。

　 ●ALC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　 　 します。

注）ALC用アンカー・ビス

　　の留め付けボルト頭と

　　釘留め位置が干渉し

　　ないよう釘打ちしてく

　　ださい。

ALC用ビス＠455㎜

縦胴縁33×45

ALC用アンカー

4
5
5
(モ

エ
ン

寸
法

)

ビ
ス

穴
位

置
＠

4
5
5

お
よ

そ
A

L
C

高
さ

縦胴縁

上下接合部

A
L
C

端
部

か
ら

1
5
0
以

上
4
5
5

4
5
5

＜下端部＞

＜一般部＞

＜上端下端部＞

＜中間部＞

ALC用アンカー

ALC用アンカー

ALC用アンカー

（はさみ固定式）

ALC用アンカー

(ねじ込み式）

ALC用ビス

（ねじ固定式）

上端部・中間部・下端部 一般部

ITハンガー
エーエルシーアンカー

AXタイプ
ALCドライブ

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、ALC用ビスで留め付けてください。

14㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@500㎜以下WM

3
0

開口部

3
0

上端部・中間部

下端部

一般部

縦胴縁33×45以上

（左右接合部は33×90以上）

ALC用アンカー

ALC用ビス＠455㎜

座堀φ25㎜

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング
縦胴縁

33×45以上

ALC用アンカー

ねじ込み式

モエン
モエン用釘

1
5

座堀φ25㎜1
8

1
5

1
8

ALC用ビス

ALC用ビス

4
5
5

4
5
5

A
L
C

端
部

か
ら

1
5
0
以

上

座堀φ25㎜

4
5
5



1
5
0
以
上

土台水切

（現場調達品）

縦胴縁33×45

1
0
～
1
5

捨てシーリング

ALC用ビス

1
5
0
以
上

既存ALC

1
5
0
以
上

上端・中間・下端部

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）例

既存ALC

10

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部

　ALC用アンカー）

ハットジョイナー０３

　　ニチハシーリング

縦胴縁33×90

既存ALC

7
5
以
上

150以上

300

捨て

シーリング

10

ALC用ビス＠455㎜
ニチハシーリング

片ハットジョイナー０３

入隅５０

上端・中間・下端部

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

1
5
0
以
上

既存笠木

笠木用部材（現場調達品）

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

　　　　　　　　　　　モエン用釘

先行シーリング

14㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@500㎜以下WM

1
0

300

同質出隅
ニチハシーリング

縦胴縁33×90

ALC用ビス

＠455㎜

モエン

モエン

モエン用釘

■土台部 ■上下接合部

　（胴縁）

■出隅部 ■左右接合部

■入隅部 ■笠木部(笠木をかぶせる場合)

既存ALC

モエン用釘

ハットジョイナー０３

縦胴縁33×90

縦胴縁33×45

モエン

モエン

モエン

モエン用釘

モエン用釘

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部

　ALCアンカー）

３）各部の納まり概要図

上端・中間・下端部

ALC用アンカー

はさみ固定式

（Ｍ１０）例

縦胴縁33×45

モエン

モエン用釘

上端・中間・下端部

ALC用アンカー

はさみ固定式（Ｍ１０）例

2
0
～
3
0

2
0
～
3
0



７　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

　構成断面

 　３）主要部材一覧

 　４）土台部

 　８）出隅部

 　７）入隅部

 　９）開口部

　①上側

　②下側

　③左右側

 １０）笠木部

 　５）上下接合部

 　６）左右接合部

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

　①胴縁

　②モエン

　モエン

　同質出隅

木胴縁工法

金具施工

S造（ALC厚100㎜）

モエン縦張り



１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

　 　 土台部・上下接合部などALCパネルの上下端部には、幅１８０㎜程度の木胴縁を使用します。

　 ●横胴縁は必ず通気ができるように２，０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設けます。

　 ●横胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

　 ●ALCパネル上下ジョイント部は木胴縁とモエンを通さず、縁を切ります。

土台水切（現場調達品）

6
0
6
以

下

ALC用アンカーはさみ固定式が躯体・内装材に

干渉する場合は、ALC用アンカーねじ込み式で

施工します。

基礎

立ち上げ

横胴縁・モエン

上下接合部

モエン

笠木用部材

（現場調達品）

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

上下接合部横胴縁30×180

既存ALC

土台水切

（現場調達品）

座堀

既存ALC

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

はさみ固定式（Ｍ１０）

ALC用アンカー

ねじ込み式 横胴縁30×45

モエン

留付金具ＥＸ

土台部横胴縁30×180

6
0
6
以

下

縦張り金具工法用

スターター

ＥＸ

構成断面

開口部周囲胴縁30×90

出隅部縦胴縁30×90



２）胴縁概要図

　 ●木胴縁をALCパネル１枚につき中央部１ヶ所に、ALC用アンカーで留め付けます。原則、ALC用アンカー

　 　 はさみ固定式で取り付けますが、屋内側に躯体や内装材があり、施工できない場合は、ALC用アンカー

 　　 ねじ込み式とします。（最低１ヶ所はALC用アンカーはさみ固定式を使用します。）

　 ●ALC用ビスは３００㎜以下の間隔で木胴縁に留め付けます。ただし、胴縁の両端部はALCパネルの端部

　 　 から７５㎜程度の位置にALC用ビスを１本増し打ちします。

　 ●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめALC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜程度の座堀

　 　 をします。

　 ●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、ALC用ビスで留め付けます。

　 ●ALC用アンカーでALCを貫通させた部分の周囲には、捨てシーリングを施工します。

　 ●ALC用アンカー・ビスの設定は物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　 　 します。

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、ALC用ビスで留め付けてください。

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

30
開口部

ALC用ビス

横胴縁30×45以上

座堀φ25㎜

ALCアンカー

ALC用ビス

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング

横胴縁30×45以上

ALC用アンカー

ねじ込み式

座堀φ25㎜

ALC用ビス

留付金具ＥＸ

1515

ALC用アンカー

（はさみ固定式）

ALC用アンカー

(ねじ込み式）

ALC用ビス

（ねじ固定式）

ALCパネル中央部

（１ヶ所/枚）

ITハンガー

エーエルシーアンカー

AXタイプ

ALCドライブ

一般部

ＥＸ

30

モエン

横胴縁

左右接合部

150 300 150150 300 150150 300 150

横胴縁

左右接合部

ALCパネル

ジョイント部

30 30＜一般部＞

ALC用ビス＠300㎜

2,000以下

ALCパネル

ジョイント部

ALCパネル

ジョイント部

ALCパネル

ジョイント部

＜ALCパネル中央部＞

ALC用アンカー

75 75

横胴縁

30×45



３）主要部材一覧

ハットジョイナー０５

【品番：FH1005R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：3,030㎜

表面色：クリアーレッド着色

 ■ハットジョイナー  ■片ハットジョイナー

 ■スターター

縦張り用留付金具ＥＸ

（16㎜厚品用5㎜浮き)

【品番：JE555T】

材質：高耐食めっき鋼板

備考：同梱ビスではなく専用ビスで

留め付ける

 ■一般部金具

45

10

1
0

4
5

5

スペーサー０５

【品番：FS1005】

長さ：1,200㎜

材質：ポリプロピレン

 ■スペーサー

スペーサー０５(ピースタイプ)

【品番：FSP1005】

長さ：1,000㎜

材質：ポリプロピレン

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

 ■入隅５０

50

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

16㎜厚品
下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ＥＸ

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ステンレステクスネジ

【品番：JK1130】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×16㎜

モエン用釘（ステンレスリング釘）

【品番：JKW840Bなど】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.75㎜×50㎜

 ■専用ビス

　 （金具留付用）

 ■専用ビス

　 （サイディング留付用）

 ■RC用アンカー  ■RC用ビス

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

（現場調達品） （現場調達品）

20 20

10

5

チ
ハ

ニ
４

９
０

○
－

５
Ｊ

Ｅ
５

５

45

6
0

ビス孔

 ■スペーサー

5

90

スペーサー０５Ｔ

【品番：FS1005T】

材質：ポリプロピレン

長さ：2,000㎜

2

2
5

5

6
0

 ■中間水切

23

中間水切２３Ｅ

【品番：FTA****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

2
.7

5

5
.6

5016

4
.1

8
.3

 ■専用ビス

　 （スターター留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

27

8
.3

縦張り金具工法用スターター

【品番：FA350T】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：1.0㎜　　長さ：3,030㎜

備考：専用ビスで留め付ける

ビス留めピッチ：250㎜以下

ビス孔

 ＠50㎜

水抜き孔

   ＠150㎜

13

4
0

※各部材は2022年3月時点のものです。最近の情報はNICHIHA内外建材総合カタログでご確認ください。



４）土台部

　 ●土台水切をALC用ビスで留め付けてから、木胴縁を施工します。

　 ●縦張り金具工法用スターターは専用ビス（φ４．１㎜×２７㎜）を用い、胴縁に２５０㎜間隔で水平に留め付

　　　けます(スターターには留め付け目安のマークが２５０㎜間隔で入っています）。釘打ちは厳禁です。

　　　また、縦張り金具工法用スターターは土台部の横胴縁下端より６㎜以上下げないでください。

　 ●モエンは縦張り金具工法用スターターの上側に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜

　 　 ×１６㎜）で留め付けます。

　 ●モエン下端と土台水切の間は、１０～１５㎜程度の隙間を設けます。

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

1
5
0
以

上

1
0
～

1
5

ALC用アンカーはさみ固定式

（Ｍ１０）例

捨てシーリング

土台水切

（現場調達品）

専用ビス

（φ4.1㎜×27㎜）

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

留付金具ＥＸ

横胴縁30×180

横胴縁30×180

留付金具ＥＸ

モエン

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

 既存ALC

縦張り金具工法用スターター

ALC用ビス＠300㎜

 既存ALC

ＥＸ

土台水切

（現場調達品）

縦張り金具工法用スターター

専用ビス

（φ4.1㎜×27㎜）

6
未

満

モエン



５）上下接合部

●ALCジョイント部は横胴縁とモエンを通さずに、縁を切ります。

●中間水切２３Ｅはモエン用釘などを用い、胴縁に５００㎜以下の間隔で水平に留め付けます。

●縦張り金具工法用スターターは専用ビス（φ４．１㎜×２７㎜）を用い、胴縁に２５０㎜間隔で水平に留め付

　 けます(スターターには留め付け目安のマークが２５０㎜間隔で入っています）。釘打ちは厳禁です。

　 また、縦張り金具工法用スターターは土台部の横胴縁下端より６㎜以上下げないでください。

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

1
5
0
以

上

既存ALC

既存ALC

7
5
以

上

留付金具ＥＸ

ALC用アンカーはさみ固定式（Ｍ１０）例

ALC用アンカーねじ込み式（Ｍ１０）例

モエン

重ね張り専用ビス

　　　（φ4.1㎜×16㎜）

横胴縁30×180

縦張り金具工法用スターター

中間水切２３Ｅ

留付金具ＥＸ

横胴縁30×180

モエン

縦張り金具工法用スターター

留付金具ＥＸ

専用ビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

7
5
以

上

ALC用ビス＠300㎜

横胴縁　30×180

1
5
0
以

上

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法
ＥＸ

重ね張り専用ビス

　　　（φ4.1㎜×16㎜）

専用ビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

ALC用アンカーねじ込み式（Ｍ１０）例

モエン

ニチハシーリング



6）左右接合部

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

　 ●横胴縁接合部は必ず通気ができるように３０㎜程度の隙間を設けます。胴縁の両端部はALCパネル端部

　 　 から７５㎜程度の位置にALC用ビスを１本増し打ちします。

横胴縁30×45

ALC用アンカー

はさみ固定式

（Ｍ１０）例

モエン

既存ALC

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

捨てシーリング

30

300

ALC用アンカー

はさみ固定式

（Ｍ１０）例

留付金具ＥＸ
モエン

既存ALC

横胴縁

30×45

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法
ＥＸ

①胴縁

ALC用ビス

＠300㎜

ALC用ビス＠300㎜

75



６）左右接合部

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

既存ALC

既存ALC

　 ●実に留付金具ＥＸを確実に納め、重ね張り専用ビス（φ４．１㎜×１６㎜）で留め付けます。

ALC用ビス＠300㎜

留付金具ＥＸ

モエン

横胴縁30×45

留付金具ＥＸ 横胴縁30×45

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

モエン

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法
ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

②モエン



７）入隅部

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

既存ALC

7
5
以

上

既存ALC

　 ●入隅５０・スペーサー０５Ｔを取り付けた後、片ハットジョイナー０５を用い、図のように１０㎜程度の隙間を

　 　 設けて施工します。

　 ●モエンは、先孔をあけてからモエン用釘（ステンレスリング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

300

ALC用アンカー

はさみ固定式（M10）例

ALC用ビス＠300㎜

入隅５０

入隅５０

片ハットジョイナー０５

1
0

片ハットジョイナー０５

ニチハシーリング

2
0
～

3
5

スペーサー０５T

縦胴縁30×90

モエン用釘

モエン

スペーサー０５Ｔ

モエン用釘
ニチハシーリング

横胴縁30×45

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法
ＥＸ

横胴縁

30×45

モエン



1
0

ニチハシーリング

ハットジョイナー１０

モエン

縦胴縁30×90

　 ●出隅部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●モエン本体、長尺出隅材はスペーサー０５Ｔを取り付けた後、先孔をあけてからモエン用釘（ステンレス

　 　 リング釘φ２．７５㎜×５０㎜）で留め付けます。

　 ※縦胴縁の端あきが１０㎜以上になるよう釘打ちします。

　 ●長尺出隅との取り合い部には、必ずハットジョイナー０５を用い、１０㎜程度の隙間を設けて施工します。

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

既存ALC

８）出隅部

300

ニチハシーリング

ハットジョイナー０５

ALC用ビス＠455㎜

モエン用釘

長尺出隅（10尺出隅）

スペーサー０５Ｔ

30

モエン

縦胴縁30×90

モエン用釘

既存ALC

縦胴縁

30×45

ALC用アンカー

ねじ込み式

（Ｍ１０）例

長尺出隅

（10尺出隅）

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

同質出隅

横胴縁30×45

ＥＸ

2
0
～

3
0
（
※

）
2
0
～

3
0
（
※

）

1
0
以

上



開口部材(現場調達品)

スペーサー０５

片ハットジョイナー１０

サッシ

モエン

９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●開口部材内部に水が溜まるおそれのある場合は、開口部材に適宜水抜き孔を設けます。

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

既存ALC

サッシ

モエン

開口部材(現場調達品)

スペーサー０５

片ハットジョイナー１０

ALC用ビス＠300㎜

既存窓設置位置により

寸法を決定

既存ALC

7
5
以

上

1
0

2
0
～

3
5

　　　　　　　　　　　モエン用釘

横胴縁30×90

モエン用釘

ALC用ビス＠300㎜

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法
ＥＸ

①上側

ニチハシーリング

ニチハシーリング



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

開口部材(現場調達品)

モエン

サッシ

既存ALC

ALC用ビス＠300㎜

バックアップ材

シーリング

既存窓設置位置により

寸法を決定

開口部材

(現場調達品)

バックアップ材

サッシ

既存ALC

7
5
以

上

横胴縁30×90

ALC用ビス＠300㎜

横胴縁30×90

留付金具ＥＸ

留付金具ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法
ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

シーリング

②下側

モエン



９）開口部

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

開口部材(現場調達品)

サッシ

既存ALC

ALC用ビス＠455㎜

サッシ

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により寸法を決定

既存ALC 75以上

ニチハシーリング

ALC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×90

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

20～35

スペーサー０５T

10

モエン用釘

片ハットジョイナー１０

ニチハシーリング

モエン

モエン用釘

スペーサー０５T

片ハットジョイナー１０

16㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法
ＥＸ

横胴縁30×45

縦胴縁30×90

③左右側

横胴縁30×45

モエン



１０）笠木部

　 ●笠木用部材は、現場調達により、既存笠木全体にかぶせる、継ぎ足す、あるいは既存笠木を取り外し、

　 　 あらたに取り付けます。

　 ●上端部には通気確保のため、イーヴスベンツ５８５Ｈを用いて施工します。

1
5
0
以

上

既存笠木

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

1
5
0
以

上

既存笠木

(笠木を継ぎ足す場合)

（笠木をかぶせる場合)

下地・工法 留付方法

金具

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

モエン

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

先行シーリング

またはＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

横胴縁30×180

先行シーリング

留付金具ＥＸ

留付金具ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

ALC用ビス＠300㎜

16㎜厚品

既存ALC

既存ALC

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法
ＥＸ

重ね張り専用ビス

（φ4.1㎜×16㎜）

笠木用部材（現場調達品）
笠木用部材（現場調達品）

横胴縁30×180

モエン



８　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

　構成断面

 　３）各部の納まり概要図

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

木胴縁工法

釘打ち施工

S造（ALC厚100㎜）

モエン縦張り



１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように５００㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

　 　 土台部・上下接合部などALCパネル上下端部には、幅１８０㎜程度の木胴縁を使用します。

　 ●横胴縁は必ず通気ができるように、２，０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設けます。

　 ●横胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

　 ●ALCパネル上下ジョイント部は木胴縁とモエンを通さず、縁を切ります。

土台水切

（現場調達品）

5
0
0
以

下

ALC用アンカーはさみ固定式が躯体・内装材に

干渉する場合は、ALC用アンカーねじ込み式で

施工します。

基礎

立ち上げ

横胴縁/モエン

上下接合部

モエン

笠木用部材

（現場調達品）

14㎜厚品
下地・工法 留付方法

釘

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@500㎜以下M W

上下接合部横胴縁33×180

既存ALC

土台水切

（現場調達品）

座堀

既存ALC

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

ねじ込み式

横胴縁33×45

モエン

土台部横胴縁33×180

5
0
0
以

下

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

構成断面

開口部周囲胴縁33×90

出隅部縦胴縁33×90



２）胴縁概要図

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、ALC用ビスで留め付けてください。

14㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@500㎜以下Ｍ Ｗ

30

開口部

ALC用ビス

横胴縁33×45以上

ALC用アンカー

ALC用ビス

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング

横胴縁33×180

ALC用アンカー

ねじ込み式

座堀φ25㎜

ALC用ビス

モエン

1815

ALC用アンカー

（はさみ固定式）

ALC用アンカー

(ねじ込み式）

ALC用ビス

（ねじ固定式）

ITハンガー

ALCドライブ

一般部

30

座堀φ25㎜

ALCパネル中央部

（１ヶ所/枚）

エーエルシーアンカー

AXタイプ

　 ●木胴縁をALCパネル１枚につき中央部１ヶ所に、ALC用アンカーで留め付けます。原則、ALC用アンカー

　 　 はさみ固定式で取り付けますが、屋内側に躯体や内装材があり、施工できない場合は、ALC用アンカー

 　　 ねじ込み式とします。（最低１ヶ所はALC用アンカーはさみ固定式を使用します。）

　 ●ALC用ビスは３００㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、胴縁の両端はALCパネルの端部から７５㎜程度

　  　の位置にALC用ビスを１本増し打ちします。

　 ●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめ、ALC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜程度の座堀

　 　 をします。

　 ●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、ALC用ビスで留め付けます。

　 ●ALC用アンカーでALCを貫通させた部分の周囲には、捨てシーリングを施工します。

　 ●ALC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　 　 します。

横胴縁

左右接合部

150 300 150150 300 150150 300 150

横胴縁

左右接合部

ALCパネル

ジョイント部

30 30＜一般部＞

ALC用ビス＠300㎜

2,000以下

ALCパネル

ジョイント部

ALCパネル

ジョイント部

ALCパネル

ジョイント部

＜ALCパネル中央部＞

ALC用アンカーはさみ固定式

75 75

横胴縁

30×45



14㎜厚品
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@500㎜以下Ｍ Ｗ

ALC用ビス

既存ALC

横胴縁33×45

既存ALC

7
5
以
上

150以上

10

ALC用ビス＠300㎜

ニチハシーリング

片ハットジョイナー０３

入隅５０

1
5
0
以
上

既存笠木

笠木用部材（現場調達品）

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

　　　　　　　　　　　モエン用釘

先行シーリング

1
0

300

同質出隅

(内寸70）

ニチハシーリング

縦胴縁33×90

ALC用ビス＠455㎜

モエン

モエン

■土台部 ■上下接合部

■出隅部 ■左右接合部（胴縁）

■入隅部 ■笠木部(笠木をかぶせる場合)

既存ALC

モエン用釘

ハットジョイナー０３

縦胴縁33×90

モエン

モエン

モエン

モエン用釘

３）各部の納まり概要図

1
5
0
以
上

土台水切

（現場調達品）

1
0
～
1
5

ALC用アンカー

はさみ固定式

（Ｍ１０）例

捨てシーリング

横胴縁

33×180

ALC用ビス＠300㎜

1
5
0
以
上

既存ALC

7
5
以
上

ALC用アンカー

はさみ固定式

（Ｍ１０）例

ALC用アンカー

ねじ込み式

（Ｍ１０）例

モエン

横胴縁33×180

中間水切

7
5
以
上

ALC用ビス＠300㎜

1
5
0
以
上

30

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

ALC用ビス＠300㎜

30

モエン用釘

ALC用ビス＠300㎜

75以上

モエン用釘

2
0
～
3
0

2
0
～
3
0



９　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

　構成断面

 　３）主要部材一覧

 　４）土台部

 　８）出隅部

 　７）入隅部

 　９）開口部

　①上側

　②下側

　③左右側

 １０）笠木部

 　５）上下接合部

 　６）左右接合部

 １１）補強工法による施工

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

　①胴縁

　②センターサイディング

木胴縁工法

ビス留め施工

RC

センターサイディング

横張り



１）基本構成図

 　●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

 　●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

 　●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

   ●木胴縁の上下接合部に、センターサイディングの嵌合部が干渉しないようにします。

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下
RC

木胴縁工法

土台水切

（現場調達品）

モルタル

縦胴縁

上下接合部

RC用ビス

＠455㎜

RC用アンカー

RC

笠木用部材

（現場調達品）

土台水切

（現場調達品）

左右接合部縦胴縁30×90

センターサイディング

縦胴縁30×45

RC

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

センター

サイディング

センターサイディング

606以下

606以下

構成断面

開口部周囲胴縁30×90

出入隅部縦胴縁

30×90

ヨコ用スターター



２）胴縁概要図

 　●木胴縁はRC用ビスを用い４５５㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき上端部、下端部の

　 　 ２ヶ所はRC用アンカーとします。

　 ●センターサイディングとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめRC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜

　 　 程度の座堀をします。

　 ●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、RC用ビスで留め付けます。

　 ●木胴縁の長さが１ｍ未満の場合、RC用アンカーは１ヶ所留めとします。

　 ●RC外壁がモルタルで仕上げられている場合などは、モルタルの塗り厚さに注意し、RC用アンカー・ビスの

　 　 サイズを選定します。

　 ●RC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　 　 します。

上端・下端部

RC用アンカー

（芯棒打込式）

オールアンカーCタイプ Pレスアンカー

一般部

RC用ビス

（ねじ固定式）

ビ
ス

穴
位

置
@

4
5
5

4
0
0
(セ

ン
タ

ー
サ

イ
デ

ィ
ン

グ
寸

法
)

注）RC用アンカー・ビスの

　　留付位置とセンター

　　サイディング留付ビスが

　　干渉しないようにして

　　ください。

4
5
5

4
5
5

RC用アンカー

芯棒打込式

＜下端部＞

4
5
5

＜一般部＞

4
5
5

4
5
5

縦胴縁30×45

RC用ビス

＠455㎜

＜上端・下端部＞
縦胴縁

上下接合部
RC用アンカー

芯棒打込式

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、RC用ビスで留め付けてください。

3
0

開口部

3
0

RC用ビス

縦胴縁

上端部・下端部

縦胴縁

一般部

縦胴縁

30×45以上

RC用アンカー

RC用ビス

＠455㎜

座堀φ25㎜

1
5

1
5

埋
込

み
深

さ

3
5
㎜

以
上

RC

モルタル

RC用アンカー

埋
込

み
深

さ

3
0
㎜

以
上

RC用ビス

縦胴縁

30×45以上

8
0
～

1
5
0
程

度

8
0
～

1
5
0
程

度

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）センターサイディング

座堀φ25㎜



センターサイディング

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下
RC

木胴縁工法

３）主要部材一覧

 ■片ハットジョイナー

45

10

1
0

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

 ■入隅５０

50

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

 ■端部カバー

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

 ■見切縁

2
1

3
9

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2*0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

 ■出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ：3,030㎜

 ■出隅鋼板受け ■見切コーナー

ＣＳバッカー材

【品番：ABK5Q0J3】

材質：EPDM

幅：11.5㎜　厚み：10㎜

長さ：2,000㎜

 ■バッカー材

両面テープ

 ■スターター  ■目地カバー

 ■目地鋼板受け

ヨコ用スターター

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ：3,030㎜

NＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

目地鋼板受け

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ：3,030㎜

70

1
1

32

6
1

1
0

9

 ■専用ビス

　 （本体実部留付用）

 ■専用ビス

　 （本体表面留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

ステンレスビス

【品番：JK1720】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×45㎜

27

8
.3 9

45

 ■RC用アンカー

（現場調達品）

ＮＳ型段付バッカー材

【品番：ABK4Q0JL】

材質：発泡ポリエチレン

幅：13㎜　長さ：385㎜

 ■段付バッカー材

両面テープ

 ■RC用ビス

（現場調達品）

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５RC・S造（ALC） 金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

※各部材は、2022年3月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ内外装建材総合カタログでご確認ください。

3
05

9

23

水抜き穴：

φ10㎜ @300㎜

3
05

9

23

5
0

83

Ｎ見切コーナー

【品番：AMC*****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５RC・S造（ALC） 金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。



４）土台部

上・下端RC用アンカー（Ｍ８）

RC用ビス

　 ●土台水切はRC用ビスで留め付けてから、木胴縁を施工します。

 　●ヨコ用スターターは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で、胴縁ごとに留め付けます。

 　●センターサイディング下端と土台水切の間は、１０～１５㎜程度の隙間を設けます。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

土台水切　

RC用ビス

縦胴縁30×45

（現場調達品）

縦胴縁30×45

ヨコ用スターター

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

1
0
～

1
5

ヨコ用スターター

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

RC

RC

土台水切　

（現場調達品）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

モルタル

モルタル



５）上下接合部

 　●木胴縁の上下接合部に、センターサイディングの嵌合部が干渉しないようにします。

縦胴縁　上下接合部

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

RC

RC

上・下端RC用アンカー（Ｍ８）

上・下端RC用アンカー（Ｍ８）

センターサイディング

縦胴縁30×45

センターサイディング

ステンレスビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
×

3
.5

以
上

アンカー

埋込み深さ

縦胴縁30×45

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

モルタル

モルタル

①胴縁



５）上下接合部

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で胴縁ごとに留め付けます。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

RC

RC用ビス＠455㎜

（上・下端RC用アンカー）

RC

RC用ビス＠455㎜

（上・下端RC用アンカー）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

縦胴縁30×45

センターサイディング

ステンレスビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

縦胴縁30×45

センターサイディング

モルタル

モルタル

②センターサイディング



６）左右接合部

　 ●目地鋼板受けを取り付け、捨てシーリングを施工します。センターサイディングをステンレスビス

　 　 （φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

   ●センターサイディングと目地鋼板受けは、図のように３㎜程度隙間を設けます。

　 ●ＮＳ目地カバーは浮きのないように差し込みます。

RC用ビス＠455㎜

（上・下端　RC用アンカー）

RC

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

RC

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

縦胴縁30×90

捨てシーリング（差し込み溝内）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

目地鋼板受け

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

ＮＳ目地カバー

目地鋼板受け

縦胴縁30×90

モルタル

モルタル

捨てシーリング
センターサイディング

3程度

センターサイディング



７）入隅部

　 ●入隅部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

　 ●各センターサイディング端部は必要に応じてＮＳ段付バッカー材を貼り付けます。（※）

RC

RC用ビス＠455㎜

（上・下端RC用アンカー）

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

Ｎ見切縁１８

縦胴縁30×90

入隅５０

捨てシーリング

捨てシーリング

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）

縦胴縁30×90

入隅５０

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

捨てシーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

RC

モルタル

モルタル



ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

縦胴縁30×90

センターサイディング

８）出隅部

　 ●Ｓ出隅鋼板受け１８を取り付け、捨てシーリングを施工します。センターサイディングをステンレスビス

　 　 （φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

　 ●センターサイディングの施工後、Ｓ出隅カバーを差し込みます。

　 ●各センターサイディング端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

RC用ビス＠455㎜

RC

RC

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

Ｓ出隅鋼板受け１８

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

捨てシーリング

Ｓ出隅カバー

センターサイディング

縦胴縁30×90

ビス

埋込み深さ

ビ
ス

埋
込

み

深
さ

以
上

モルタル

モルタル



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●開口部材内部に水が溜まるおそれのある場合は、開口部材に適宜水抜き孔を設けます。

　 ●センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

　 ●センターサイディングとＮ端部カバーの取り合い部にシーリングを施工します。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

縦胴縁30×45 RC

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により寸法を決定

RC用ビス＠455㎜

サッシ

RC

サッシ

縦胴縁30×45 RC用ビス＠455㎜

埋
込

み
深

さ
以

上

センターサイディング

開口部材(現場調達品)

Ｎ端部カバー

センターサイディング

1
0

Ｎ端部カバー

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

横胴縁30×90

横胴縁30×90

ＣＳバッカー材（※）

モルタル

モルタル

3
0

①上側

シーリング

シーリング



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●センターサイディング上端が柄凹部となる場合、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

RC

横胴縁30×90

縦胴縁30×45

サッシ
開口部材(現場調達品)

RC用ビス＠455㎜

既存窓設置位置により寸法を決定

開口部材(現場調達品)

サッシ

RC

横胴縁30×90

RC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×45

バックアップ材

埋
込

み
深

さ
以

上

センターサイディング

バックアップ材

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

センターサイディング

3
0

ＣＳバッカー材（※）

モルタル

シーリング

モルタル

②下側

シーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●センターサイディング端部にＮＳ型段付きバッカー材を貼付、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

　 ●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により

寸法を決定

サッシ

RC

RC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×90

サッシ

RC

RC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×90

埋込み深さ以上

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材

ニチハシーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ニチハシーリング

センターサイディング

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

片ハットジョイナー１０

モルタル

モルタル

③左右側

開口部材(現場調達品)

シーリング

シーリング



１０）笠木部

　 ●笠木用部材は、現場調達により、既存笠木全体にかぶせる、継ぎ足す、あるいは既存笠木を取り外し、

　 　 あらたに取り付けます

　 ●上端部には通気確保のため、イーヴスベンツ５８５Ｈを用いて施工します。

縦胴縁30×45

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

RC用ビス

既存笠木

笠木用部材（現場調達品）

(笠木を継ぎ足す場合)

(笠木をかぶせる場合)

上・下端RC用アンカー（Ｍ８）

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

縦胴縁30×45

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

上・下端

RC用アンカー（Ｍ８）

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

先行シーリング

またはＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

先行シーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

RC

RC

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

モルタル

モルタル

モルタル



@3,000(4,000) または 6,000

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜） センターサイディング

左右接合部 左右接合部ビス留め部分

3,000(4,000)

センターサイディング

NＳ目地カバー

縦胴縁@606以下
左右接合部

木胴縁30×90

：ビス留め位置を示す

（センターサイディング　長さ3,000（4,000）㎜の場合）

3,000(4,000)

6,000

センターサイディング

NＳ目地カバー

縦胴縁@606以下

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

タッチアップ

（センターサイディング　長さ6,000㎜の場合）

１１）補強工法による施工

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下
センターサイディング

補強ビス@606

左右接合部

木胴縁30×90

左右接合部縦胴縁

30×90

左右接合部縦胴縁

30×90

：ビス留め位置を示す

ＮＳ目地カバー

補強ビス@606

　 外装リフォーム②RC・S造編の「１－１適用条件　３）適合地域　耐風圧条件」において、『補強工法』で施工

　 する場合は以下の施工法としてください。

　 ●補強工法部分は、センターサイディング表面からのビス留めによる補強を行います。

　 ●ステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）を用い、胴縁ごと（６０６㎜以下）の間隔で留め付けます。

　 ●ビス留め位置は、センターサイディングの幅の中央とします。

　 ●ビス頭の補修は、専用補修塗料を必要最小限の範囲に塗布します。

補強ビス@606

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

タッチアップ

目地鋼板受け

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

G.L.

G.L.



１０　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

 　６）左右接合部

　構成断面

 　３）主要部材一覧

 　４）土台部

 　８）出隅部

 　７）入隅部

 　９）開口部

　①上側

　②下側

　③左右側

 １０）笠木部

 　５）上下接合部

 １１）補強工法による施工

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

　①胴縁

　②センターサイディング

木胴縁工法

ビス留め施工

RC

センターサイディング

縦張り



１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

　 ●横胴縁は必ず通気ができるように、２,０００㎜以下の間隔で３０㎜程度の隙間を設けます。

　 ●横胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜程度の隙間を設け、通気する構造とします。

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
RC

木胴縁工法

土台水切

（現場調達品）

横胴縁30×45

RC

センターサイディング

土台水切

（現場調達品）

モルタル

センターサイディング

上下接合部

RC用アンカー

RC

センター

サイディング

笠木用部材

（現場調達品）

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

RC用アンカー

土台部横胴縁30×90

上下接合部横胴縁30×180

端部カバー

センターサイディング

構成断面

開口部周囲胴縁

30×90

出隅部縦胴縁

30×90

入隅部縦胴縁

30×90



２）胴縁概要図

　 ●木胴縁はRC用ビスを用い、５００㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき両端部の２ヶ所

　 　 はRC用アンカーとします。

　 ●センターサイディングとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめRＣ用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜

　 　 程度の座堀をします。

　 ●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、RC用ビスで留め付けます。

　 ●木胴縁の長さが１ｍ未満の場合、RC用アンカーは１ヶ所留めとします。

　 ●RC外壁がモルタルで仕上げられている場合などは、モルタルの塗り厚さに注意し、RC用アンカー・ビスの

 　　 サイズを選定します。

　 ●RC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い、決定

　 　 します。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
センターサイディング

80～

150程度 500 500 500

80～

150程度

横胴縁

左右接合部

30

RC用アンカー

＜左右両端部＞

横胴縁

左右接合部

30

＜一般部＞

RC用ビス＠500㎜

2,000以下

左右両端部

RC用アンカー

（芯棒打込式）

オールアンカーＣタイプ

Ｐレスアンカー

一般部

RC用ビス

（ねじ固定式）

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、RC用ビスで留め付けてください。

開口部

RC用ビス

横胴縁30×45以上

RC用アンカー

座堀φ25㎜

RC用ビス

＠500㎜

15 15

センターサイディング

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

横胴縁

30×45以上

RC用ビス

横胴縁

30×45以上

RC用アンカー

埋込み深さ

35以上

埋込み深さ

30以上

RC

モルタル

座堀 φ25㎜

30 30

横胴縁

30×45



３）主要部材一覧

 ■片ハットジョイナー

45

10

1
0

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

 ■入隅５０

50

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

 ■RC用アンカー  ■RC用ビス

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

（現場調達品） （現場調達品）

センターサイディング RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

 ■端部カバー  ■見切縁

2
1

3
9

 ■出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ：3,030㎜

 ■出隅鋼板受け

7
9

3

29

2
0

18

中間水切１８

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

 ■中間水切

 ■見切コーナー

ＮＳ型段付バッカー材

【品番：ABK4Q0J*】

材質：発泡ポリエチレン

幅：13㎜　長さ：385㎜

 ■段付バッカー材

ＣＳバッカー材

【品番：ABK5Q0J3】

材質：EPDM

幅：11.5㎜　厚み：13㎜

長さ：2,000㎜

 ■バッカー材

両面テープ
両面テープ

 ■専用ビス

　 （本体実部留付用）

 ■専用ビス

　 （本体表面留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

ステンレスビス

【品番：JK1720】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×45㎜

27

8
.3 9

45

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2*0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

83

Ｎ見切コーナー

【品番：AMC*****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

※各部材は、2022年3月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ内外装建材総合カタログでご確認ください。

水抜き穴：

φ10㎜ @300㎜

3
0

5
9

23

3
0

5
9

23

5
0



４）土台部

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

RC用ビス

　 ●土台水切をRC用ビスで留め付けてから、木胴縁を施工します。

　 ●センターサイディング下端と土台水切の間は、１０～１５㎜程度の隙間を設けます。

　 ●各センターサイディング端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

土台水切　

RC用ビス

（現場調達品）

センターサイディング

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

Ｎ端部カバー

横胴縁30×90

土台水切

横胴縁30×90

1
0
～

1
5

ＮＳ型段付バッカー材（※）

Ｎ端部カバー

センターサイディング

（現場調達品）

RC

RC
ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

モルタル

モルタル

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）



５）上下接合部

　 ●センターサイディングはステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

　 ●各センターサイディング端部は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
センターサイディング

RC

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

RC

横胴縁30×180

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

センターサイディング

Ｎ端部カバー

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

中間水切１８

横胴縁30×180

センターサイディング

ステンレスビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

Ｎ端部カバー

中間水切１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）

モルタル

モルタル



６）左右接合部

　 ●横胴縁接合部は、必ず通気ができるように３０㎜程度の隙間を設け、胴縁１本につき両端部の２ヶ所を　

 　　 RC用アンカーとします。

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で実部に留め付けます。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
センターサイディング

横胴縁30×45

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

RC

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

横胴縁30×45

30

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

RC

センターサイディング

アンカー埋込み深さ×3.5以上

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ

モルタル

モルタル

①胴縁

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）



６）左右接合部

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で実部に留め付けます。

RC用ビス＠500㎜

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

RC

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

横胴縁30×45

RC用ビス＠500㎜

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

横胴縁30×45

RC

モルタル

モルタル

②センターサイディング



７）入隅部

　 ●入隅部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

 　●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面からステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）

　 　 で留め付けます。

　 ●各センターサイディング端部は必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

RC

RC用ビス＠500㎜

（上・下端　RC用アンカー）

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
センターサイディング

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材(※)

縦胴縁30×90

センターサイディング

横胴縁30×45

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

Ｎ見切縁１８

縦胴縁30×90

入隅５０捨てシーリング

捨てシーリング

センターサイディング

ＣＳバッカー材(※)

RC

入隅５０

捨てシーリング

モルタル

モルタル

横胴縁30×45

3
0



８）出隅部

　 ●Ｓ出隅鋼板受け１８を取り付け、捨てシーリングを施工します。センターサイディングをステンレスビス

   　（φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面からステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）

　 　 で留め付けます。

　 ●センターサイディングの施工後、ＣＳ出隅カバーを差し込みます。

　 ●各センターサイディング端部は必要に応じてＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

RC用ビス＠500㎜

RC

RC

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
センターサイディング

縦胴縁30×90

Ｓ出隅鋼板受け１８

ＣＳバッカー材（※）
Ｓ出隅カバー

センターサイディング

ＣＳバッカー材(※)

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

Ｓ出隅鋼板受け１８

縦胴縁30×90

横胴縁30×45

RC用アンカー（Ｍ８）ビス

埋込み深さ

ビ
ス

埋
込

み
深

さ
以

上

捨てシーリング

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

モルタル

モルタル

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

3
0

30



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、 板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●開口部材内部に水が溜まるおそれのある場合は、開口部材に適宜水抜き孔を設けます。

　 ●センターサイディング端部はＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

 　●センターサイディングとＮ端部カバーの取り合い部にシーリングを施工します。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

RC

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により寸法を決定

RC用ビス＠500㎜

サッシ

RC

サッシ

RC用ビス＠500㎜

埋
込

み
深

さ
以

上

センターサイディング

開口部材(現場調達品)

センターサイディング

1
0

Ｎ端部カバー

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ＮＳ型段付バッカー材(※)

センターサイディング

横胴縁30×90

横胴縁30×90

Ｎ端部カバー

モルタル

①上側

シーリング

シーリング



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

 　●センターサイディング端部はＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

RC

横胴縁30×90

サッシ
開口部材(現場調達品)

RC用ビス

＠500㎜

既存窓設置位置により寸法を決定

開口部材(現場調達品)

サッシ

RC

横胴縁30×90

RC用ビス＠500㎜

バックアップ材

埋
込

み
深

さ
以

上

センターサイディング

センターサイディング

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

シーリング

シーリング

モルタル

バックアップ材

モルタル

②下側

ＮＳ段付きバッカー材



１０）開口部

 　●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

 　●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、 板金やアルミ加工品を取り付けます。

 　●センターサイディング端部が柄凹部となる場合、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

　 ●センターサイディングとＮ見切縁１８の取り合い部にシーリングを施工します。

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により

寸法を決定

サッシ

RC

RC用ビス＠500㎜

縦胴縁30×90

開口部材(現場調達品)

サッシ

RC

RC用ビス＠500㎜

縦胴縁30×90

埋込み深さ以上

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材(※)

ニチハシーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ニチハシーリング

センターサイディング

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

片ハットジョイナー１０

モルタル

モルタル

③左右側

シーリング

シーリング



１０）笠木部

 　●笠木用部材は、現場調達により、既存笠木全体にかぶせる、継ぎ足す、あるいは既存笠木を取り外し、

 　　 あらたに取り付けます。

 　●上端部には通気確保のため、イーヴスベンツ５８５Ｈを用いて施工します。

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

(笠木を継ぎ足す場合)

(笠木をかぶせる場合)

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

ア
ン

カ
ー

埋
込

み
深

さ
の

2
倍

以
上

先行シーリング

またはＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

先行シーリング

センターサイディング

横胴縁30×90軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

両端部2ヶ所

RC用アンカー（Ｍ８）

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

　　　　　　　　　　　横胴縁30×90

センターサイディング

RC

RC

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

モルタル

モルタル

モルタル

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）



１１）補強工法による施工

RC

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
センターサイディング

端部カバー

中間水切１８

ビス留め部分

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

横胴縁

30×180

補
強

ビ
ス

@
6
0
6
以

下

横胴縁

30×45

：ビス留め位置を示す

 　「１－１適用条件　３）適合地域　耐風圧条件（Ｐ２１）」において、『補強工法』で施工する場合は以下の施工

　 法とします。

　 ●補強工法部分は、センターサイディング表面からのビス留めによる補強を行います。

　 ●ステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）を用い、胴縁ごと（６０６㎜以下）の間隔で留め付けます。

　 ●ビス留め位置は、センターサイディングの幅の中央とします。

　 ●ビス頭の補修は、専用補修塗料を必要最小限の範囲に塗布します。

上下接合部

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

：ビス留め位置を示す

横
胴

縁
@

6
0
6
以

下

センターサイディング

Ｎ端部カバー＋中間水切１８

ステンレスドリルビス

＠606㎜以下

タッチアップ

6
0
6
以

下
〃

G.L.

6
0
6
以

下
6
0
6
以

下
〃

補
強

ビ
ス

@
6
0
6
以

下

〃



１１　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

　構成断面

 　３）主要部材一覧

 　４）土台部

 　８）出隅部

 　７）入隅部

 　９）開口部

　①上側

　②下側

　③左右側

 　１０）笠木部

 　５）上下接合部

 　６）左右接合部

 　１１）補強工法による施工

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

　①胴縁

　②センターサイディング

木胴縁工法

ビス留め施工

S造（ALC厚100㎜）

センターサイディング

横張り



１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

　 ●ALCパネル上下ジョイント部は縦胴縁を通さずに、縁を切ります。

ALC用アンカーはさみ固定式が躯体・内装材に

干渉する場合は、ALC用アンカーねじ込み式で

施工します。

基礎

立ち上げ

縦胴縁

上下接合部

笠木用部材

（現場調達品）

土台水切

（現場調達）

座堀

既存ALC

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

はさみ固定式（Ｍ１０）

ALC用アンカー

ねじ込み式

土台水切

（現場調達品）

606以下

606以下

左右接合部縦胴縁30×90

既存ALC

縦胴縁30×45

縦胴縁　上下接合部

センター

サイディング

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング

（かつ、ALCパネル幅）

構成断面

開口部周囲胴縁30×90

出隅部縦胴縁30×90

入隅部縦胴縁30×90

ヨコ用スターター

センターサイディング



２）胴縁概要図

　 ●木胴縁はALC用ビスを用い、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。ただし、木胴縁１本につき 上端部・

　 　 中間部・下端部の３ヶ所をALC用アンカーとします。原則、ALC用アンカーはさみ固定式で取り付けますが、

　  　最低１ヶ所はALC用アンカーはさみ固定式を使用し、屋内側に躯体や内装材があり施工できない場合

　 　 は、ALC用アンカーねじ込み式とします。

　 ●木胴縁の長さが１ｍ未満の場合、ALC用アンカーはさみ固定式は１ヶ所留めとします。

　 ●センターサイディングとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめALC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５㎜

　 　 程度の座堀をします。

　 ●出隅部・開口部まわりの木胴縁は、ALC用ビスで留め付けます。

　 ●ALC用アンカーでALCを貫通させた部分の周囲には、捨てシーリングを施工します。

　 ●ALC用アンカー・ビスの設定は物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　 　 します。

ALC用アンカー

（はさみ固定式）

ＡＬＣ用アンカー

(ねじ込み式）

ＡＬＣ用ビス

（ねじ固定式）

上端部・中間部・下端部 一般部

ITハンガー
エーエルシーアンカー

AXタイプ
ALCドライブ

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、ALC用ビスで留め付けてください。
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上端部・中間部

下端部

縦胴縁

一般部

縦胴縁

30×45以上

ALC用アンカー

ALC用ビス＠455㎜

座堀φ25㎜

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング縦胴縁

30×45以上

ALC用アンカー

ねじ込み式
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ALC用ビス

注）ALC用アンカー・ビス

　　の留め付け位置と

　　センターサイディング

　　留付ビスが干渉しない

　　ようにしてください。

ALC用ビス＠455㎜
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＜下端部＞

＜一般部＞

＜上端下端部＞

＜中間部＞

ALC用アンカー

ALC用アンカー

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜)

座堀φ25㎜



センターサイディング

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下

３）主要部材一覧

 ■片ハットジョイナー

45

10

1
0

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

 ■入隅５０

50

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

 ■端部カバー  ■見切縁

2
1

3
9

 ■出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ：3,030㎜

 ■出隅鋼板受け ■見切コーナー

ＣＳバッカー材

【品番：ABK5Q0J3】

材質：EPDM

幅：11.5㎜　厚み：13㎜

長さ：2,000㎜

 ■バッカー材

両面テープ

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

 ■スターター  ■目地カバー

 ■目地鋼板受け

ヨコ用スターター

【品番：AST2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ：3,030㎜

NＳ目地カバー

【品番：AMJ3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

目地鋼板受け

【品番：AMU6F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ：3,030㎜
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 ■専用ビス

　 （本体実部留付用）

 ■専用ビス

　 （本体表面留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

ステンレスビス

【品番：JK1720】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×45㎜
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 ■ALC用アンカー

（現場調達品）

ＮＳ型段付バッカー材

【品番：ABK4Q0JL】

材質：発泡ポリエチレン

幅：13㎜　長さ：385㎜

 ■段付バッカー材

両面テープ

 ■ALC用ビス

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

（現場調達品）

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

水抜き穴：

φ10㎜ @300㎜
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Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜
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83

Ｎ見切コーナー

【品番：AMC*****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

5
0

※各部材は、2022年3月時点のものです。最新のＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。



４）土台部

　 ●土台水切をALC用ビスで留め付けてから、木胴縁を施工します。

　 ●ヨコ用スターターはステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）を用い、胴縁ごとに留め付けます。

　 ●センターサイディング下端と土台水切の間は、１０～１５㎜程度の隙間を設けます。
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上

縦胴縁30×45

1
0
～

1
5

上端・中間・下端部

ALC用アンカーはさみ固定式

（Ｍ１０）例

捨てシーリング

ALC用ビス

縦胴縁

30×45

土台水切

（現場調達品）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ヨコ用スターター

センターサイディング

センターサイディング

ヨコ用スターター

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング

既存ALC

既存ALC

土台水切

（現場調達品）



５）上下接合部

　 ●ALCパネル上下ジョイント部は縦胴縁を通さずに、縁を切ります。

　 ●木胴縁の上下接合部に、センターサイディング嵌合部が干渉しないようにします。

既存ALC

1
5
0
以

上

既存ＡＬＣ

1
5
0
以

上

縦胴縁30×45

上端・中間・下端部

ALC用アンカーはさみ固定式（Ｍ１０）例

上端・中間・下端部

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）例

センターサイディング

上端・中間・下端部

ALC用アンカーねじ込み式（Ｍ１０）例縦胴縁30×45

ステンレスビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング

①胴縁

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）



５）上下接合部

既存ALC

縦胴縁30×45

縦胴縁30×45

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で胴縁ごとに留め付けます。

ALC用ビス＠455㎜

(上端・中間・下端部

ALCアンカー)

ALC用ビス＠455㎜

(上端・中間・下端部　ALCアンカー)

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

ステンレスビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング

既存ALC

②センターサイディング



６）左右接合部

既存ALC

既存ALC

　 ●目地鋼板受けを取り付け、捨てシーリングを施工します。センターサイディングをステンレスビス

　 　 （φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

　 ●NＳ目地カバーを浮きのないように装填します。

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

目地鋼板受け

捨てシーリング

ＮＳ目地カバー

縦胴縁30×90

センターサイディング

目地鋼板受け
縦胴縁30×90

ＮＳ目地カバー

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　ALC用アンカー）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

捨てシーリング

センターサイディング

捨てシーリング

（差し込み溝内）



７）入隅部

7
5
以

上

既存ALC

150以上

　 ●入隅部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

　 ●各センターサイディング端部は必要に応じてＮＳ段付バッカー材を貼り付けます。（※）

300

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材(※)

入隅５０

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

既存ALC

縦胴縁30×90

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

Ｎ見切縁１８

縦胴縁30×90

入隅５０

捨てシーリング 捨てシーリング

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端部　ALC用アンカー）

センターサイディング

センターサイディング

捨てシーリング

捨てシーリング



　 ●Ｓ出隅鋼板受け１８を取り付け、捨てシーリングを施工します。センターサイディングをステンレスビス

　   （φ４．１㎜×２７㎜）で留め付けます。

　 ●センターサイディングの施工後、Ｓ出隅カバーを差し込みます。

　 ●各センターサイディング端部は必要に応じてＮＳ段付バッカー材を貼り付けます。（※）

既存ALC

８）出隅部

アンカー：300

ALC用ビス＠455㎜

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

縦胴縁　

30×45

Ｓ出隅鋼板受け１８

ＮＳ型段付バッカー材(※)

Ｓ出隅カバー

捨てシーリング

捨てシーリング

Ｓ出隅鋼板受け１８

縦胴縁30×90

Ｓ出隅カバー

ALC用ビス＠455㎜

（上端・中間・下端　ALC用アンカー）

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

縦胴縁30×90

センターサイディング



開口部材(現場調達品)

3
0

サッシ

９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●開口部材内部に水が溜まるおそれのある場合は、開口部材に適宜水抜き孔を設けます。

　 ●各センターサイディング下端が柄凹部となる場合は、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

   ●センターサイディングとＮ端部カバーの取り合い部にシーリングを施工します。

既存ALC

サッシ
開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により寸法を決定

既存ALC

7
5
以

上

1
0

Ｎ端部カバー

センターサイディング

横胴縁30×90

縦胴縁30×45

縦胴縁30×45

Ｎ端部カバー

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ＣＳバッカー材(※)

センターサイディング

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ALC用ビス＠455㎜

ALC用ビス＠455㎜

横胴縁30×90

①上側

シーリング

シーリング



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面からステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）

　 　 で留め付けます。

　 ●センターサイディング上端が柄凹部となる場合、ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

開口部材(現場調達品)

サッシ

既存ALC

ALC用ビス＠455㎜

バックアップ材

既存窓設置位置により

　　　寸法を決定

開口部材(現場調達品)

サッシ

既存ALC

7
5
以

上

3
0

縦胴縁30×45

横胴縁30×90

ALC用ビス＠455㎜

横胴縁30×90

縦胴縁30×45

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

センターサイディング

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ＣＳバッカー材（※）

バックアップ材

シーリング

シーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

②下側



９）開口部

開口部材(現場調達品)

サッシ

既存ALC

ALC用ビス＠455㎜

サッシ

既存窓設置位置により

寸法を決定

既存ALC 75以上

ALC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×90

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシ形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

 　●センターサイディング端部にＮＳ型段付きバッカー材を貼付、Ｎ見切縁１８に差し込みます。

   ●センターサイディングとＮ端部カバーの取り合い部にシーリングを施工します。

開口部材（現場調達品）

Ｎ見切縁１８

ＮＳ型段付バッカー材

ニチハシーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

センターサイディング

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

ニチハシーリング

片ハットジョイナー１０

③左右側

縦胴縁30×90

シーリング

シーリング



１０）笠木部

　 ●笠木用部材は、現場調達により、既存笠木全体にかぶせる、継ぎ足す、あるいは既存笠木を取り外し、

　 　 あらたに取り付けます。

　 ●上端部には通気確保のため、イーヴスベンツ５８５Ｈを用いて施工します。

1
5
0
以

上

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

1
5
0
以

上

既存笠木

(笠木を継ぎ足す場合)

(笠木をかぶせる場合)

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

センターサイディング

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

先行シーリング

またはＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

　　　　　　　　　　　縦胴縁30×45

先行シーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

センターサイディング

下地・工法 留付方法 張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

既存笠木

　　　　　　　　　　　既存ALC

　　　　　　　　　　　既存ALC

笠木用部材（現場調達品）
笠木用部材（現場調達品）

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

笠木用部材（現場調達品）



ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）
センターサイディング

ＮＳ目地カバー

左右接合部 左右接合部ビス留め部分

１１）補強工法による施工

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

横

胴縁組

縦胴縁@606㎜以下
センターサイディング

補強ビス＠606以下

センターサイディング

目地カバー

縦胴縁@606以下

左右接合部

縦胴縁30×90

：ビス留め位置を示す

左右接合部

縦胴縁30×90

縦胴縁

30×90 縦胴縁

30×45

　 「１－１適用条件　３）適合地域　耐風圧条件」において、『補強工法』で施工する場合は以下の施工法とします。

　 ●補強工法は、センターサイディング表面からのビス留めし、補強します。

　 ●ステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）を用い、木胴縁ごと（６０６㎜以下）の間隔で留め付けます。

　 ●ビス留め位置は、センターサイディングの幅の中央とします。

　 ●ビス頭の補修は、専用補修塗料を必要最小限の範囲に塗布します。

（センターサイディング　長さ3,000（4,000）㎜の場合）

補強ビス＠606以下

3,000(4,000)

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

タッチアップ

＠3,000(4,000)

G.L.



１２　各部の納まり詳細図

 　１）基本構成図

 　２）胴縁概要図

 　６）左右接合部

　構成断面

 　３）主要部材一覧

 　４）土台部

 　８）出隅部

 　７）入隅部

 　９）開口部

　①上側

　②下側

　③左右側

 １０）笠木部

 　５）上下接合部

 １１）補強工法による施工

本章は、基本的な納まり例を記載しています。注意事項、禁止事項を

ご理解いただいたうえで施工してください。

　①胴縁

　②センターサイディング

木胴縁工法

ビス留め施工

S造（ALC厚100㎜）

センターサイディング

縦張り



１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を行います。

　 ●下地は図のように、６０６㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●左右接合部・入隅部・出隅部・開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使用します。

　 ●ALCパネル上下ジョイント部は木胴縁とセンターサイディングを通さず、縁を切ります。

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

Ｎ端部カバー

ALC用アンカーはさみ固定式が躯体・内装材に干渉

する場合は、ALC用アンカーねじ込み式で施工します。

基礎

立ち上げ

横胴縁・本体　

上下接合部

センター

サイディング

笠木用部材

（現場調達品）

土台水切

（現場調達品）

座堀

既存ALC

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

はさみ固定式

ALC用アンカー

ねじ込み式

土台水切（現場調達品）

既存ALC

横胴縁30×45

土台部横胴縁30×180

6
0
6
以

下
6
0
6
以

下

上下接合部横胴縁30×180

センターサイディング

構成断面

出隅部縦胴縁30×90

入隅部縦胴縁

30×90

開口部周囲胴縁30×90



２）胴縁概要図

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、ALC用ビスで留め付けてください。

30

開口部

ALC用ビス

横胴縁30×45以上

ALC用アンカー

ALC用ビス

ALC用アンカー

はさみ固定式

捨てシーリング

横胴縁30×45以上

ALC用アンカー

ねじ込み式

座堀φ25㎜

ALC用ビス

＠300㎜

センターサイディング

1515

ALC用アンカー

（はさみ固定式）

ALC用アンカー

(ねじ込み式）

ALC用ビス

（ねじ固定式）

ITハンガー

エーエルシーアンカー

AXタイプ

ALCドライブ

一般部

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

座堀φ25㎜

30

横胴縁

左右接合部

150 300 150150 300 150150 300 150

横胴縁

左右接合部

ALCパネル

ジョイント部

30 30＜一般部＞

ALC用ビス＠300㎜

2,000以下

ALCパネル

ジョイント部

ALCパネル

ジョイント部

ALCパネル

ジョイント部

＜ALCパネル中央部＞

ALC用アンカー

75 75

横胴縁

30×45

　 ●木胴縁をALCパネル１枚につき中央部１ヶ所に、ALC用アンカーで留め付けます。原則、ALC用アンカー

　 　 はさみ固定式で取り付けますが、屋内側に躯体や内装材があり、施工できない場合は、ALC用アンカー

　  　ねじ込み式とします。（最低１ヶ所はALC用アンカーはさみ固定式を使用します。）

　 ●ALC用ビスは３００㎜以下の間隔で木胴縁に留め付けます。ただし、胴縁の両端部はALCパネルの端部

　 　 から７５㎜程度の位置にALC用ビスを１本増し打ちします。

　 ●センターサイディンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめALC用アンカー部分にφ２５㎜、深さ１５

　 　 ㎜程度の座堀をします。

　 ●出隅部・開口部の木胴縁は、ALC用ビスで留め付けます。

　 ●ALC用アンカーでALCを貫通させた部分の周囲には、捨てシーリングを施工します。

　 ●ALC用アンカー・ビスの設定は、物件ごとに既存壁に対するアンカー・ビスの引っ張り荷重確認を行い決定

　 　 します。

ALCパネル中央部

（１ヶ所/枚）



センターサイディング

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

３）主要部材一覧

 ■片ハットジョイナー

45

10

1
0

入隅５０

【品番：JR1900】

材質：高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.27㎜　長さ：3,030㎜

 ■入隅５０

50

片ハットジョイナー１０

【品番：FHK1110R】

材質：フッ素樹脂コート

高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.3㎜　長さ：2,000㎜

表面色：クリアーレッド着色

 ■ALC用アンカー  ■ALC用ビス

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

木胴縁取り付け用

外装リフォーム②RC・S造（ALC）編の

３－５　RC・S造（ALC）　金属（木）胴縁工法

各部材の施工をご参照ください。

（現場調達品） （現場調達品）

 ■端部カバー  ■見切縁

2
1

3
9

 ■出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

【品番：ADU1F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

長さ：3,030㎜

 ■出隅鋼板受け

7
9

3

29

2
0

18

中間水切１８

【品番：ATM6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

 ■中間水切

 ■見切コーナー

ＮＳ型段付バッカー材

【品番：ABK4Q0J*】

材質：発泡ポリエチレン

幅：13㎜　長さ：385㎜

 ■段付バッカー材

ＣＳバッカー材

【品番：ABK5Q0J3】

材質：EPDM

幅：11.5㎜　厚み：13㎜

長さ：2,000㎜

 ■バッカー材

両面テープ
両面テープ

 ■専用ビス

　 （本体実部留付用）

 ■専用ビス

　 （本体表面留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

ステンレスビス

【品番：JK1720】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×45㎜

27

8
.3 9

45

Ｎ端部カバー

【品番：AMKFF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

水抜き穴:φ10㎜ ＠300㎜

Ｎ見切縁１８

【品番：AMKEF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

水抜き穴：

φ10㎜ @300㎜

3
0

5
9

23

3
0

5
9

23

Ｓ出隅カバー

【品番：ADS2*0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

5
0

83

Ｎ見切コーナー

【品番：AMC*****】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜



４）土台部

　 ●土台水切を留め付けてから、木胴縁を施工します。

　 ●センターサイディング下端と土台水切の間は、１０～１５㎜程度隙間を設けます。

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で実部に留め付けます。

　 ●センターサイディング下端は必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

1
5
0
以

上

横胴縁30×180

1
0
～

1
5

捨てシーリング

土台水切（現場調達品）

センターサイディング

センターサイディング

ステンレスビス（φ4.1㎜×27㎜）

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ＮＳ型段付バッカー材（※）

Ｎ端部カバー

Ｎ端部カバー

横胴縁30×180

 既存ALC

ALC用ビス＠300㎜

 既存ALC

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

土台水切

（現場調達品）

ALC用アンカーはさみ固定式（Ｍ１０）例

ALC用アンカーはさみ固定式

（Ｍ１０）例



５）上下接合部

　 ●ALCパネル上下ジョイント部は、横胴縁とセンターサイディングを通さずに縁を切ります。

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で実部に留め付けます。

　 ●中間水切１８の下側に施工するセンターサイディングの上端および上側に施工するセンターサイディングの

　 　 下端には、必要に応じてＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。（※）

既存ALC

既存ALC

横胴縁30×180

センターサイディング

横胴縁30×180

ステンレスビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

Ｎ端部カバー

Ｎ端部カバー

中間水切１８

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ステンレスビス

　　　（φ4.1㎜×27㎜）

中間水切１８

ALC用ビス＠300㎜

1
5
0
以

上

7
5
以

上
7
5
以

上

1
5
0
以

上

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ＮＳ型段付バッカー材（※）

ALC用アンカーねじ込み式（Ｍ１０）例

ALC用アンカーねじ込み式（Ｍ１０）例

ALC用アンカーねじ込み式（Ｍ１０）例



　 ●横胴縁接合部は必ず通気ができるように３０㎜程度の隙間を設けます。胴縁の両端部はＡＬＣパネル端部

　 　 から７５㎜程度の位置にALC用ビスを１本増し打ちします。

　 ●ALCパネル中央部をALC用アンカーで留め付けます。

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で実部に留め付けます。

センターサイディング

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

横胴縁30×45

ALC用アンカー

はさみ固定式

（Ｍ１０）例

既存ALC

捨てシーリング
30

300

既存ALC

６）左右接合部

ALC用ビス＠300㎜

ALC用ビス＠300㎜

75

ALC用アンカー

はさみ固定式

（Ｍ１０）例

横胴縁30×45

①胴縁



既存ALC

既存ALC

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で実部に留め付けます。

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

横胴縁30×45

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

６）左右接合部

横胴縁30×45

センターサイディング

ALC用ビス＠300㎜

ALC用ビス＠300㎜

センターサイディング

②センターサイディング



７）入隅部

75以上

既存ALC

1
5
0
以

上

　 ●入隅部は、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●センターサイディングは、ステンレスビス（φ４．１㎜×２７㎜）で実部に留め付けます。

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面からステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）

　 　 で留め付けます。

　●センターサイディングの端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、必要に応じで図のように

　　 ＣＳバッカー材を貼り付けます。（※）

300

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材(※)

入隅５０

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

上端・中間・下端部

ALC用アンカー

はさみ固定式（Ｍ１０）例

既存ALC

ALC用ビス＠455㎜

縦胴縁　30×90

Ｎ見切縁１８

縦胴縁30×90

入隅５０

捨てシーリング

捨てシーリング

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

捨てシーリング

30

センターサイディング

3
0

センターサイディング

横胴縁30×45

横胴縁30×45



縦胴縁30×90

　 ●Ｓ出隅鋼板受け１８を取り付け、捨てシーリング材を施工します。センターサイディングをステンレスビス

　   （φ４．１㎜×２７㎜）を用いて留め付けます。

　 ●センターサイディングの実部に留め付けができない場合は、表面からステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）で

　 　 留め付けます。

　 ●センターサイディング施工後、Ｓ出隅カバーを差し込みます。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＳ出隅カバーに隙間ができる場合は、必要に応じて図のようにＣＳ

　 　 バッカー材を貼り付けます。（※）

既存ALC

８）出隅部

300

ALC用ビス＠455㎜

ＣＳバッカー材(※)

Ｓ出隅カバー

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

Ｓ出隅鋼板受け１８

センターサイディング

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング Ｓ造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

捨てシーリング

Ｓ出隅カバー

Ｓ出隅鋼板受け１８

捨てシーリング

ALC用アンカー

はさみ固定式

（Ｍ１０）例

縦胴縁30×90 横胴縁30×45

既存ALC

センターサイディング



開口部材(現場調達品)

サッシ

９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシの形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●開口部材内部に水が溜まるおそれのある場合は、開口部材に適宜水抜き孔を設けます。

　 ●センターサイディング下端にＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。

既存ALC

サッシ

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により寸法を決定

既存ALC

7
5
以

上

Ｎ端部カバー

センターサイディング

横胴縁30×90

Ｎ端部カバー

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

ＮＳ型段付バッカー材(※)

センターサイディング

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ALC用ビス＠300㎜

ALC用ビス＠300㎜

横胴縁

30×90

①上側

シーリング

シーリング



９）開口部

　 ●開口部まわりには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシの形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●各センターサイディング端部はＮＳ型段付バッカー材を貼り付けます。

開口部材(現場調達品)

サッシ

既存ALC

ALC用ビス＠300㎜

バックアップ材

既存窓設置位置により寸法を決定

開口部材

(現場調達品)

サッシ

7
5
以

上

横胴縁30×90

ALC用ビス＠300㎜

横胴縁30×90

センターサイディング

センターサイディング

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

シーリング

シーリング

既存ALC

バックアップ材

②下側

ＮＳ型段付バッカー材



９）開口部

開口部材(現場調達品)

サッシ

既存ALC

ALC用ビス＠455㎜

サッシ

開口部材(現場調達品)

既存窓設置位置により

寸法を決定

既存ALC
75以上

ALC用ビス＠455㎜

縦胴縁30×90

　 ●開口部まわりには、必要に応じて、倍幅９０㎜以上の木胴縁を取り付けます。

　 ●開口部まわりの開口部材は、既存建物のサッシの形状に合わせて、板金やアルミ加工品を取り付けます。

　 ●センターサイディング端部が柄凹部でＮ見切縁１８に隙間ができる場合は、図のようにＣＳバッカー材を

　　　貼り付けます。（※）

ニチハシーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

下地・工法 留付方法 張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下ビス
センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

ニチハシーリング

センターサイディング

Ｎ見切縁１８

Ｎ見切縁１８

ＣＳバッカー材（※）

片ハットジョイナー１０

③左右側

縦胴縁30×90

横胴縁30×45

横胴縁30×45

シーリング

センターサイディング

シーリング



１０）笠木部

　 ●笠木用部材は、現場調達により、既存笠木に継ぎ足す、全体にかぶせる、または既存笠木を取り外し、

　 　 あらたに取り付けます。

　 ●上端部には通気確保のため、イーヴスベンツ５８５Ｈを用いて施工します。

1
5
0
以

上

既存笠木

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

1
5
0
以

上

既存笠木

(笠木を継ぎ足す場合)

(笠木をかぶせる場合)

センターサイディング S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

笠木用部材（現場調達品）

既存笠木

先行シーリング

またはＥＰＤＭなど

軒天換気部材

イーヴスベンツ５８５Ｈ

（現場調達品）

　　　　　　　　　　　横胴縁30×180

先行シーリング

ステンレスビス

（φ4.1㎜×27㎜）

センターサイディング

センターサイディング

ステンレスビス（φ4.1㎜×27㎜）

ALC用アンカー

ねじ込み式（Ｍ１０）

　　　　　　　　　　　横胴縁30×180

既存ALC

既存ALC

笠木用部材（現場調達品）
笠木用部材（現場調達品）



１１）補強工法による施工

S造（ALC厚100㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

ビス

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@606㎜以下
センターサイディング

Ｎ端部カバー

中間水切１８

上下接合部

ビス留め部分

ステンレスビス

（φ4.1㎜×45㎜）

横胴縁

30×180

補
強

ビ
ス

＠
6
0
6
以

下

横
胴

縁
＠

6
0
6
以

下

上下接合部

横胴縁30×180

：ビス留め位置を示す
横胴縁

30×45

　 「１－１適用条件　３）適合地域　耐風圧条件」において、『補強工法』で施工する場合は以下の施工

　 法とします。

　 ●補強工法は、センターサイディング表面からのビス留めし、補強します。

　 ●ステンレスビス（φ４．１㎜×４５㎜）を用い、胴縁ごと（６０６㎜以下）の間隔で留め付けます。

　 ●ビス留め位置は、センターサイディングの幅の中央とします。

　 ●ビス頭の補修は、専用補修塗料を必要最小限の範囲に塗布します。

ステンレスドリルビス

＠606㎜以下

タッチアップ

6
0
6
以

下
〃

G.L.

6
0
6
以

下
6
0
6
以

下
〃

〃

センターサイディング

端部カバー＋中間水切１８



基礎

立ち上げ

モエン

上下接合部

モエン

既存ALC
（厚50㎜）

笠木用部材

（現場調達品）

横胴縁

土台水切

（現場調達品）

上下接合部横胴縁33×90

土台水切

（現場調達品）

モエン

一般部用横胴縁33×45

既存ALC
（厚50㎜）

606以下
606以下

500
以下

開口部周囲胴縁33×90

500
以下

１）基本構成図

　 ●下地外壁材にひび割れなどがないか確認し、必要に応じて補修を

　　　行います。

　 ●下地は図のように５００㎜以下の間隔で木胴縁を取り付けます。

　 ●上下接合部などは、幅９０㎜程度の木胴縁を使用します。出隅部・

　　　開口部まわりなどには、必要に応じて倍幅９０㎜以上の木胴縁を使

　　　用します。

　 ●横胴縁は、必ず通気ができるように２，０００㎜以下の間隔で３０㎜

　　　程度の隙間を設けます。また、開口部まわりの横胴縁は３０㎜程度

　　　の隙間を設け、通気する構造とします。

構成断面

１３　ྛ部の⣡まりヲ⣽図

木胴縁工法

釘打ち施工

S造（ALC厚50㎜）

モエン縦張り



２）胴縁概要図

　 ●木胴縁はALC厚５０㎜を貫通し、鉄骨下地に鉄骨下地用胴縁留付ビスで確実に留め付けます。

　 ●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめ、ALC用アンカー部分にφ１５㎜、深さ１５㎜程度の

　 　 座堀をします。

　 ●木胴縁は鉄骨下地用胴縁留付ビスを用い、６０６㎜以下の間隔で留め付けます。

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、ALC用ビスで留め付けてください。

14㎜厚品
S造（ALC厚50㎜）

木胴縁工法

下地・工法 留付方法

釘

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@500㎜以下䠩 䠳

30
開口部

30

既存下地胴縁

（C形鋼）

鉄骨用ビス

セルフドリルビス

モエン

既存ALC（厚50㎜）

鉄骨下地用

胴縁留付ビス（90㎜）

30

横胴縁33×45

座堀φ15㎜
モエン用釘

鉄骨下地用

胴縁留付ビス（90mm）

座堀φ15㎜



14㎜厚品 下地・工法 留付方法

釘

張り方向

縦

胴縁組

横胴縁@500㎜以下䠩 䠳

既存ALC（厚50㎜）

横胴縁
33×45

軒天換気部材

イーヴスベンツ
５８５Ｈ

（現場調達品）

先行シーリング

1
0

同質出隅

ニチハシーリング

横胴縁33×45

モエン

■上下接合部 ■出隅部

■左右接合部

■入隅部■笠木部(笠木をかぶせる場合）

モエン用釘

ハットジョイナー０３

モエン

モエン用釘

３）各部の納まり概要図

ALC用ビス
＠455㎜

片ハットジョイナー０３

ニチハシーリング

モエン

横胴縁
33×45

既存ALC
（厚50㎜）

鉄骨下地用

胴縁留付ビス

モエン用釘

鉄骨下地用

胴縁留付ネジ

座堀φ15㎜

モエン

既存ALC(厚50㎜)

既存ALC（厚50㎜）

既存笠木

2
0

1
5

4
0

モエン用釘

モエン

笠木用部材（現場調達品）

横胴縁33×45

横胴縁33×90

中間水切

座堀φ15㎜

鉄骨下地用

胴縁留付ビス

鉄骨下地用

胴縁留付ビス

モエン用釘

既存下地胴縁

（C形鋼）

既存下地胴縁

（C形鋼）

既存ALC
（厚50㎜）

既存下地胴縁

（C形鋼）

■土台部

土台水切

（現場調達品）

横胴縁
33×45

既存基礎部

1
0

モエン

モエン用釘
鉄骨下地用

胴縁留付ビス

既存下地胴縁

（C形鋼）

既存ALC（厚50㎜)

既存下地胴縁（C形鋼）

S造（ALC厚50㎜）
木胴縁工法

ニチハ

シーリング
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	reform02_2004_07_20
	198_03_RC_木胴縁33(ヨコ釘)_納まり色々-Model
	シートとシート ビュー
	198_03_RC_木胴縁33(ヨコ釘)_納まり色々-Model



	reform02_2004_07_21
	199_5-3(小扉)-Model
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	reform02_2004_07_37
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	248_5(小扉)-Model



	reform02_2004_07_40
	249_01_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_基本構成図
	シートとシート ビュー
	249_01_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_基本構成図-Model



	reform02_2004_07_41
	250_02_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_胴縁金具留付概要図
	シートとシート ビュー
	250_02_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_胴縁金具留付概要図-Model



	reform02_2004_07_42
	251_木胴縁金具横張り主要部材
	シートとシート ビュー
	251_木胴縁金具横張り主要部材-Model



	reform02_2004_07_43
	252_03_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_土台部
	シートとシート ビュー
	252_03_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_土台部-Model



	reform02_2004_07_44
	253_04_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_上下接合部（胴縁）
	シートとシート ビュー
	253_04_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_上下接合部（胴縁）-Model



	reform02_2004_07_45
	254_05_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_上下接合部（モエン）
	シートとシート ビュー
	254_05_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_上下接合部（モエン）-Model



	reform02_2004_07_46
	255_06_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_左右接合部
	シートとシート ビュー
	255_06_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_左右接合部-Model



	reform02_2004_07_47
	256_06_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_左右接合部6尺品
	シートとシート ビュー
	256_06_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_左右接合部6尺品-Model



	reform02_2004_07_48
	257_07_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_入隅部
	シートとシート ビュー
	257_07_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_入隅部-Model



	reform02_2004_07_49
	258_08_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_出隅部
	シートとシート ビュー
	258_08_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_出隅部-Model



	reform02_2004_07_50
	259_09_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_開口部（上部）
	シートとシート ビュー
	259_09_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_開口部（上部）-Model



	reform02_2004_07_51
	260_10_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_開口部（下部）
	シートとシート ビュー
	260_10_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_開口部（下部）-Model



	reform02_2004_07_52
	261_11_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_開口部（左右）
	シートとシート ビュー
	261_11_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_開口部（左右）-Model



	reform02_2004_07_53
	262_12_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_笠木部
	シートとシート ビュー
	262_12_ALC100_木胴縁(ヨコ金具)_笠木部-Model



	reform02_2004_07_54
	263_6(小扉)
	シートとシート ビュー
	263_6(小扉)-Model



	reform02_2004_07_55
	264_01_ALC100_木胴縁33(ヨコ釘)_基本構成図
	シートとシート ビュー
	264_01_ALC100_木胴縁33(ヨコ釘)_基本構成図-Model



	reform02_2004_07_56
	265_02_ALC100_木胴縁33(ヨコ釘)_胴縁留付概要図
	シートとシート ビュー
	265_02_ALC100_木胴縁33(ヨコ釘)_胴縁留付概要図-Model



	reform02_2004_07_57
	266_03_ALC100_木胴縁33(ヨコ釘)_納まり色々
	シートとシート ビュー
	266_03_ALC100_木胴縁33(ヨコ釘)_納まり色々-Model



	reform02_2004_07_58
	267_7(小扉)
	シートとシート ビュー
	267_7(小扉)-Model



	reform02_2004_07_59
	268_01_ALC100_木胴縁(タテ金具)_基本構成図
	シートとシート ビュー
	268_01_ALC100_木胴縁(タテ金具)_基本構成図-Model



	reform02_2004_07_60
	269_02_ALC100_木胴縁(タテ金具)_胴縁金具留付概要図
	シートとシート ビュー
	269_02_ALC100_木胴縁(タテ金具)_胴縁金具留付概要図-Model



	reform02_2004_07_61
	270_ALC木胴縁モエン_タテ_主要部材
	シートとシート ビュー
	270_ALC木胴縁モエン_タテ_主要部材-Model



	reform02_2004_07_62
	271_03_ALC100_木胴縁(タテ金具)_土台部
	シートとシート ビュー
	271_03_ALC100_木胴縁(タテ金具)_土台部-Model



	reform02_2004_07_63
	272_04_ALC100_木胴縁(タテ金具)_上下接合部
	シートとシート ビュー
	272_04_ALC100_木胴縁(タテ金具)_上下接合部-Model



	reform02_2004_07_64
	273_05_ALC100_木胴縁(タテ金具)_左右接合部（胴縁）
	シートとシート ビュー
	273_05_ALC100_木胴縁(タテ金具)_左右接合部（胴縁）-Model



	reform02_2004_07_65
	274_06_ALC100_木胴縁(タテ金具)_左右接合部（モエン）
	シートとシート ビュー
	274_06_ALC100_木胴縁(タテ金具)_左右接合部（モエン）-Model



	reform02_2004_07_66
	275_07_ALC100_木胴縁(タテ金具)_入隅部
	シートとシート ビュー
	275_07_ALC100_木胴縁(タテ金具)_入隅部-Model



	reform02_2004_07_67
	276_08_ALC100_木胴縁(タテ金具)_出隅部
	シートとシート ビュー
	276_08_ALC100_木胴縁(タテ金具)_出隅部-Model



	reform02_2004_07_68
	277_09_ALC100_木胴縁(タテ金具)_開口部（上部）
	シートとシート ビュー
	277_09_ALC100_木胴縁(タテ金具)_開口部（上部）-Model



	reform02_2004_07_69
	278_10_ALC100_木胴縁(タテ金具)_開口部（下部） (1)
	シートとシート ビュー
	278_10_ALC100_木胴縁(タテ金具)_開口部（下部） (1)-Model



	reform02_2004_07_70
	279_11_ALC100_木胴縁(タテ金具)_開口部（左右）
	シートとシート ビュー
	279_11_ALC100_木胴縁(タテ金具)_開口部（左右）-Model



	reform02_2004_07_71
	280_12_ALC100_木胴縁(タテ金具)_笠木部
	シートとシート ビュー
	280_12_ALC100_木胴縁(タテ金具)_笠木部-Model



	reform02_2004_07_72
	281_8(小扉)
	シートとシート ビュー
	281_8(小扉)-Model



	reform02_2004_07_73
	282_01_ALC100_木胴縁33(タテ釘)_基本構成図
	シートとシート ビュー
	282_01_ALC100_木胴縁33(タテ釘)_基本構成図-Model



	reform02_2004_07_74
	283_02_ALC100_木胴縁33(タテ釘)_胴縁留付概要図
	シートとシート ビュー
	283_02_ALC100_木胴縁33(タテ釘)_胴縁留付概要図-Model



	reform02_2004_07_75
	284_03_ALC100_木胴縁33(タテ釘)_納まり色々 (1)
	シートとシート ビュー
	284_03_ALC100_木胴縁33(タテ釘)_納まり色々 (1)-Model



	reform02_2004_07_76
	217_9(小扉)-Model
	シートとシート ビュー
	217_5-5(小扉)-Model



	reform02_2004_07_77
	218_01_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_基本構成図-Model
	シートとシート ビュー
	218_01_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_基本構成図-Model



	reform02_2004_07_78
	219_02_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_胴縁留付概要-Model
	シートとシート ビュー
	219_02_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_胴縁留付概要-Model



	reform02_2004_07_79
	220_木胴縁_センターSD_主要部材_ヨコ-Model
	シートとシート ビュー
	220_木胴縁_センターSD_主要部材_ヨコ-Model



	reform02_2004_07_80
	221_03_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_土台部-Model
	シートとシート ビュー
	221_03_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_土台部-Model
	OLE1




	reform02_2004_07_81
	222_04_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_上下接合部（胴縁）-Model
	シートとシート ビュー
	222_04_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_上下接合部（胴縁）-Model



	reform02_2004_07_82
	223_05_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_上下接合部（センター）-Model
	シートとシート ビュー
	223_05_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_上下接合部（センター）-Model



	reform02_2004_07_83
	224_06_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_左右接合部-Model
	シートとシート ビュー
	224_06_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_左右接合部-Model



	reform02_2004_07_84
	225_07_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_入隅部
	シートとシート ビュー
	225_07_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_入隅部-Model



	reform02_2004_07_85
	226_08_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_出隅部
	シートとシート ビュー
	226_08_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_出隅部-Model



	reform02_2004_07_86
	227_09_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（上部）
	シートとシート ビュー
	227_09_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（上部）-Model



	reform02_2004_07_87
	228_10_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（下部）
	シートとシート ビュー
	228_10_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（下部）-Model



	reform02_2004_07_88
	229_11_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（左右）
	シートとシート ビュー
	229_11_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（左右）-Model



	reform02_2004_07_89
	230_12_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_笠木部-Model
	シートとシート ビュー
	230_12_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_笠木部-Model



	reform02_2004_07_90
	231_13_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_補強工法-Model
	シートとシート ビュー
	231_13_RC_木胴縁(センター_ヨコ)_補強工法-Model



	reform02_2004_07_91
	232_10(小扉)-Model
	シートとシート ビュー
	232_5-6(小扉)-Model



	reform02_2004_07_92
	233_01_RC_木胴縁(センター_タテ)_基本構成図-Model
	シートとシート ビュー
	233_01_RC_木胴縁(センター_タテ)_基本構成図-Model



	reform02_2004_07_93
	234_02_RC_木胴縁(センター_タテ)_胴縁留付概要-Model
	シートとシート ビュー
	234_02_RC_木胴縁(センター_タテ)_胴縁留付概要-Model



	reform02_2004_07_94
	235_RC木胴縁15センターSD_主要部材_タテ-Model
	シートとシート ビュー
	235_RC木胴縁15センターSD_主要部材_タテ-Model



	reform02_2004_07_95
	236_03_RC_木胴縁(センター_タテ)_土台部-Model
	シートとシート ビュー
	236_03_RC_木胴縁(センター_タテ)_土台部-Model
	OLE1




	reform02_2004_07_96
	237_04_RC_木胴縁(センター_タテ)_上下接合部（胴縁_センター）-Model
	シートとシート ビュー
	237_04_RC_木胴縁(センター_タテ)_上下接合部（胴縁_センター）-Model



	reform02_2004_07_97
	238_05_RC_木胴縁(センター_タテ)_左右接合部（胴縁）-Model
	シートとシート ビュー
	238_05_RC_木胴縁(センター_タテ)_左右接合部（胴縁）-Model



	reform02_2004_07_98
	239_06_RC_木胴縁(センター_タテ)_左右接合部(センター)-Model
	シートとシート ビュー
	239_06_RC_木胴縁(センター_タテ)_左右接合部(センター)-Model



	reform02_2004_07_99
	240_07_RC_木胴縁(センター_タテ)_入隅部-Model
	シートとシート ビュー
	240_07_RC_木胴縁(センター_タテ)_入隅部-Model



	reform02_2004_07_100
	241_08_RC_木胴縁(センター_タテ)_出隅部-Model
	シートとシート ビュー
	241_08_RC_木胴縁(センター_タテ)_出隅部-Model



	reform02_2004_07_101
	242_09_RC_木胴縁(センター_タテ)_開口部（上部）
	シートとシート ビュー
	242_09_RC_木胴縁(センター_タテ)_開口部（上部）-Model



	reform02_2004_07_102
	243_10_RC_木胴縁(センター_タテ)_開口部（下部）
	シートとシート ビュー
	243_10_RC_木胴縁(センター_タテ)_開口部（下部）-Model



	reform02_2004_07_103
	244_11_RC_木胴縁(センター_タテ)_開口部（左右）
	シートとシート ビュー
	244_11_RC_木胴縁(センター_タテ)_開口部（左右）-Model



	reform02_2004_07_104
	245_12_RC_木胴縁(センター_タテ)_笠木部-Model
	シートとシート ビュー
	245_12_RC_木胴縁(センター_タテ)_笠木部-Model



	reform02_2004_07_105
	246_13_RC_木胴縁(センター_タテ)_補強工法-Model
	シートとシート ビュー
	246_13_RC_木胴縁(センター_タテ)_補強工法-Model



	reform02_2004_07_106
	285_11(小扉)
	シートとシート ビュー
	285_11(小扉)-Model



	reform02_2004_07_107
	286_01_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_基本構成図
	シートとシート ビュー
	286_01_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_基本構成図-Model



	reform02_2004_07_108
	287_02_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_胴縁留付概要図
	シートとシート ビュー
	287_02_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_胴縁留付概要図-Model



	reform02_2004_07_109
	288_木胴縁_センターSD_主要部材_ヨコ
	シートとシート ビュー
	288_木胴縁_センターSD_主要部材_ヨコ-Model



	reform02_2004_07_110
	289_03_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_土台部
	シートとシート ビュー
	289_03_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_土台部-Model



	reform02_2004_07_111
	290_04_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_上下接合部（胴縁）
	シートとシート ビュー
	290_04_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_上下接合部（胴縁）-Model



	reform02_2004_07_112
	291_05_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_上下接合部（センター）
	シートとシート ビュー
	291_05_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_上下接合部（センター）-Model



	reform02_2004_07_113
	292_06_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_左右接合部
	シートとシート ビュー
	292_06_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_左右接合部-Model



	reform02_2004_07_114
	293_07_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_入隅部
	シートとシート ビュー
	293_07_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_入隅部-Model



	reform02_2004_07_115
	294_08_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_出隅部
	シートとシート ビュー
	294_08_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_出隅部-Model



	reform02_2004_07_116
	295_09_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（上部）
	シートとシート ビュー
	295_09_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（上部）-Model



	reform02_2004_07_117
	296_10_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（下部）
	シートとシート ビュー
	296_10_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（下部）-Model



	reform02_2004_07_118
	297_11_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（左右）
	シートとシート ビュー
	297_11_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_開口部（左右）-Model



	reform02_2004_07_119
	298_12_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_笠木部
	シートとシート ビュー
	298_12_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_笠木部-Model



	reform02_2004_07_120
	299_13_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_補強工法
	シートとシート ビュー
	299_13_ALC100_木胴縁(センター_ヨコ)_補強工法-Model



	reform02_2004_07_121
	300_12(小扉)
	シートとシート ビュー
	300_12(小扉)-Model



	reform02_2004_07_122
	301_01_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_基本構成図
	シートとシート ビュー
	301_01_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_基本構成図-Model



	reform02_2004_07_123
	302_02_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_胴縁留付概要図
	シートとシート ビュー
	302_02_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_胴縁留付概要図-Model



	reform02_2004_07_124
	303_ALC100_センターSD_主要部材_タテ
	シートとシート ビュー
	303_ALC100_センターSD_主要部材_タテ-Model



	reform02_2004_07_125
	304_03_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_土台部
	シートとシート ビュー
	304_03_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_土台部-Model



	reform02_2004_07_126
	305_04_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_上下接合部（胴縁_センター）
	シートとシート ビュー
	305_04_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_上下接合部（胴縁_センター）-Model



	reform02_2004_07_127
	306_05_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_左右接合部（胴縁） (1)
	シートとシート ビュー
	306_05_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_左右接合部（胴縁） (1)-Model



	reform02_2004_07_128
	307_06_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_左右接合部（センター）
	シートとシート ビュー
	307_06_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_左右接合部（センター）-Model



	reform02_2004_07_129
	308_07_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_入隅部
	シートとシート ビュー
	308_07_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_入隅部-Model



	reform02_2004_07_130
	309_08_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_出隅部
	シートとシート ビュー
	309_08_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_出隅部-Model



	reform02_2004_07_131
	310_09_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_開口部（上部） (1)
	シートとシート ビュー
	310_09_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_開口部（上部） (1)-Model



	reform02_2004_07_132
	311_10_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_開口部（下部）
	シートとシート ビュー
	311_10_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_開口部（下部）-Model



	reform02_2004_07_133
	312_11_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_開口部（左右）
	シートとシート ビュー
	312_11_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_開口部（左右）-Model



	reform02_2004_07_134
	313_12_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_笠木部
	シートとシート ビュー
	313_12_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_笠木部-Model



	reform02_2004_07_135
	314_13_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_補強工法
	シートとシート ビュー
	314_13_ALC100_木胴縁(センター_タテ)_補強工法-Model



	reform02_2004_07_137
	シートとビュー
	292_01_ALC50木胴縁モエン_釘_縦_基本構成図-Model


	reform02_2004_07_138
	シートとビュー
	293_02_ALC50木胴縁モエン_釘_縦_胴縁概要図-Model


	reform02_2004_07_139
	シートとビュー
	294_03_ALC50木胴縁モエン_釘_縦_各部の納まり概要図-Model



